
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

新潟電気の合併戦略 : 成長と“統制”

加藤, 健太
高崎経済大学

https://doi.org/10.15017/19690

出版情報：エネルギー史研究 : 石炭を中心として. 26, pp.45-69, 2011-03-23. 九州大学附属図書館付
設記録資料館産業経済資料部門
バージョン：
権利関係：



本
稿
の
課
題
は
、
新
潟
電
気
の
ケ
ー
ス
を
素
材
に
し
て
、
株
主
利
害
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
戦
間
期
日
本
電
力
業
の
企
業
合
併
を
成
長
と〝
統
制〞

と
い
う
二
つ
の

視
角
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

当
時
の
電
力
業
に
お
い
て
、
Ｍ
＆
Ａ(

企
業
合
併
・
買
収)

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
も｢

五
大
電
力｣

、
中
で
も
東
京
電
灯

に
主
た
る
関
心
を
寄
せ
て
議
論
を
重
ね
て
き
た

(

１)

。
他
方
、
地
方
電
力
企
業
に
注
目
し

た
業
績
も
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
伊
藤
武
夫
は
、
有
力
な
地
方

電
力
企
業
が
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
、
弱
小
な
同
業
者
を
吸
収
合
併
し
て
供
給
区
域

の
拡
大
を
図
り
、｢

地
方
電
力
経
済
圏｣

の
統
一
を
進
め
た
こ
と
に
言
及
し
た

(

２)

。
橋

本
寿
朗
は
、｢

五
大
電
力｣

体
制
の
成
立
過
程
を
追
跡
し
た
論
文
の
中
で
、｢

五
大
電

力｣

の
周
辺
に
お
い
て
、
合
併
・
買
収
に
よ
り
事
業
規
模
を
拡
大
し
た｢

地
方
大
電

力｣

の
動
き
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、｢

地
方
的
合
同
は
一
九
二
〇
年
代

初
め
と
金
融
恐
慌
前
後
に
集
中
し
て
い
た
が
、
た
い
て
い
は
資
金
調
達
難
に
陥
っ
た

中
小
の
電
力
会
社
を
合
併
し
た
も
の
で
あ｣

り
、
そ
の
特
徴
と
し
て｢

末
端
市
場
を

掌
握
し
、
地
方
で
分
散
し
て
い
た
発
電
所
を
集
中
し
、
特
定
地
方
の
発
送
配
電
を
統

一｣

し
た
点
を
挙
げ
た

(

３)

。
高
嶋
雅
明
は
、
和
歌
山
水
力
電
気
の
事
業
展
開
や
業
績
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同
社
が
資
金
調
達
難
に
よ
っ
て
、
設
備
投
資
を
通
じ
た
供
給
能

力
の
拡
大
を
阻
ま
れ
た
た
め
、
需
要
の
増
加
に
対
応
で
き
ず
、
最
終
的
に
は
電
気
事

業
へ
の
積
極
的
な
進
出
を
企
て
て
い
た
京
阪
電
気
鉄
道
に
合
併
さ
れ
た
と
記
し
て
い

る

(

４)

。
白
鳥
圭
志
は
、
福
島
県
下
の
電
力
企
業
を
取
り
上
げ
、
反
動
恐
慌
後
の
合
併
が

｢

大
戦
期
の
弱
小
電
力
会
社
の
参
入
に
よ
り
生
じ
た
、
送
電
連
絡
網
の
未
形
成
に
よ

る
各
社
・
各
地
域
間
の
電
力
需
給
不
均
衡
と
い
っ
た
弊
害｣

を
一
定
程
度
是
正
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

(

５)

。
ま
た
、
各
地
方
の
電
気
事
業
史
に
は
、
地
方
電
力
企
業
の

合
併
に
関
す
る
記
述
を
散
見
で
き
る

(

６)

。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
研
究
も
、
株
主

総
会
に
お
け
る
議
論
な
ど
合
併
過
程
に
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
て
い
な
い

(

７)

。

こ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
、
新
潟
電
気
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
理
由
を
予
め
明
確

し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
他
の
地
方
電
気
事
業
史
に
比
べ
、『

東
北
地
方
電
気
事
業

史』

の
記
述
が
薄
い
こ
と
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
企
業
に
つ
い
て
、
設
立
年
月
日
、
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１

課
題
と
対
象



供
給
区
域
、
発
電
力
、
社
長
・
主
任
技
術
者
の
氏
名
な
ど
が
簡
単
に
列
記
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
各
社
の
事
業
活
動
を
捉
ま
え
る
手
掛
か
り
に
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、

新
潟
電
気
の
記
載
は
一
頁
に
も
満
た
な
い
分
量
で
あ
る
。
要
す
る
に
、〝

東
北
地
方

(

８)〞

の
電
力
企
業
は
前
出
の
白
鳥
圭
志
の
業
績
を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
の
対

象
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
新
潟
電
気
が
県
内
で〝

最
大〞

の
規
模

を
誇
る
電
力
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
の
点
は
、
成
長
と〝

統
制〞

と
い

う
視
点
か
ら
合
併
に
考
察
を
加
え
る
上
で
、
同
社
が
有
用
な
事
例
と
な
り
え
る
こ
と

を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
各
種
認
可
書
類
や｢

株
主
総
会
議
事
録｣

等
の
一

次
史
料
へ
の
接
近
が
可
能
な
点
も
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
注
目
す
る
一
つ
の
理
由
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
利
用
は
、
地
方
電
力
企
業
の
合
併
戦
略
に
関
し
て
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

議
論
を
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。

具
体
的
な
分
析
に
先
立
っ
て
、
冒
頭
で
示
し
た
成
長
と〝
統
制〞

の
意
味
を
簡
単

に
説
明
し
て
お
く
。
前
者
は
、
Ｍ
＆
Ａ
の
動
機
・
効
果
に
関
す
る
教
科
書
的
な
説
明

で
あ
り
、
合
併
を
通
じ
た
経
営
規
模
の
拡
大
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
、
内
部
成
長
と
は
異
な
っ
て
、
Ｍ
＆
Ａ
が
経
営
資
源
の
即
時
調
達
を
可
能
に

す
る
点
で
あ
る
。
新
潟
電
気
の
ケ
ー
ス
で
も
、
時
間
の
短
縮
と
い
う
点
は
明
示
的
に

認
識
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
後
者
の〝

統
制〞

は
、
株
式
所
有
を
通
じ
た
他
企
業
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
指
す
。
戦
間
期
の
電
力
業
で
は
、
東
京
電
灯
や
東
邦
電
力
な
ど
大

手
電
力
企
業
が
、
自
ら
あ
る
い
は〝

産
業
持
株
会
社〞

を
介
し
て
複
数
の
企
業
を
傘

下
に
収
め
た

(

９)

。
こ
の
論
文
で
も
、
多
少
複
雑
な
事
情
は
あ
る
も
の
の(

後
述)

、
基

本
的
に
は
そ
う
し
た
認
識
で〝

統
制〞

と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
に
し
た
い
。

２

新
潟
電
気
の
事
業
展
開

概
観

本
節
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
を
主
な
対
象
期
間
に
し
て
、
新
潟
県
の
電
力
業
と
新

潟
電
気
の
事
業
展
開
を
概
観
し
、
Ｍ
＆
Ａ
の
背
景
を
確
認
す
る
。

(

１)

戦
間
期
新
潟
県
の
電
力
業

新
潟
県
の
電
力
業
の
勃
興
は
、
新
潟
電
灯
が
一
八
九
四
年
に
設
立
さ
れ
、
九
八
年

か
ら
火
力
発
電
に
よ
る
電
気
供
給
を
開
始
し
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。
一
九
〇
五
年
、

北
越
水
力
電
気
が
信
濃
川
の
水
力
を
利
用
す
べ
く
塩
殿
発
電
所
を
建
設
し
、
〇
七
年

か
ら
電
気
供
給
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
後
は
、
表
１
に
示
す
通
り
、
多
数
の
電
力
企

業
が
創
設
さ
れ
た
が
、
と
く
に
二
〇
年
の
六
社
が
目
立
つ
。
こ
の
背
景
に
は
、
第
一

次
大
戦
期
に
発
展
の
端
緒
を
掴
ん
だ
重
化
学
工
業(

石
灰
窒
素
、
変
成
硫
安
、
合
金

鉄
、
電
気
亜
鉛
、
電
解
ソ
ー
ダ
な
ど)

に
向
け
た
電
力
供
給
の
活
発
化
と
い
う
事
情

が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
電
気
亜
鉛
に
つ
い
て
は
、
中
頸
城
郡
名
香
山
村
田
口
の
日

本
亜
鉛
と
同
郡
中
郷
村
藤
沢
の
日
本
電
気
亜
鉛
の
二
社
を
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

日
本
電
気
亜
鉛
は
一
七
年
九
月
、
越
後
電
気(

後
の
中
央
電
気)

と
中
郷
村
の
誘
致

に
よ
っ
て
操
業
を
開
始
し
、
同
社
か
ら｢

安
い
値
段
で(

電
力
の
＝
引
用
者)

供
給

を
受
け｣

た
。
ま
た
、｢

関
川
水
系
の
電
源
開
発
を
進
め
て
い
た
越
後
電
気
の
き
わ

め
て
安
い
電
力
提
供｣

が
、
中
郷
村
藤
沢
を
電
解
ソ
ー
ダ
工
業
の
中
心
地
に
し
た
と

言
わ
れ
る

(

�)

。

こ
こ
で
表
２
を
用
い
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
新
潟
県
の
電
気
事
業
を

概
観
し
て
お
こ
う
。
先
ず
、
上
述
の
企
業
設
立
を
受
け
て
、
公
称
資
本
金
は
一
九
年

の
七
六
七
万
円
か
ら
二
三
年
に
は
六
二
三
八
万
円
へ
と
著
し
い
伸
び
を
示
し
た
。
そ

れ
以
降
は
一
時
的
に
停
滞
し
、
伸
び
率
は
鈍
化
し
た
も
の
の
、
二
八
年
ま
で
増
加
を
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表１ 新潟県の電気事業者 (一般供給) －1929年－

名称 設立年 開業年 本社所在地 公称資本金 払込資本金 落成発電力
円 ％ 円 ％ �� ％

新潟電気 1920 1920 新潟市 18�400�000 27�1 14�320�700 30�0 21�579 23�9
新潟水力電気 1907 1909 新潟市 12�000�000 17�7 9�330�700 19�6 16�229 17�9
北越水力電気 1905 1905 長岡市 10�000�000 14�7 7�500�000 15�7 10�550 11�7
中央電気 1906 1907 高田市 22�100�000 32�6 12�350�000 25�9 37�950 41�9
村上水電 1912 1913 岩船郡 2�400�000 3�5 1�500�000 3�1 2�886 3�2
保倉川電気 1920 1921 東頸城郡 500�000 0�7 500�000 1�0 80 0�1
魚沼水力電気 1911 1912 中魚沼郡 600�000 0�9 600�000 1�3 51 0�1
松代電気 1914 1915 東頸城郡 300�000 0�4 240�000 0�5 72 0�1
松之山水力電気 1918 1919 東頸城郡 200�000 0�3 125�000 0�3 200 0�2
城内水力電気 1919 1920 南魚沼郡 100�000 0�1 80�000 0�2 43 0�0
上田水力電気 1919 1920 南魚沼郡
東水電 1921 1923 南魚沼郡 100�000 0�1 73�950 0�2 91 0�1
米山水電 1922 1922 南魚沼郡 50�000 0�1 30�000 0�1 12 0�0
佐梨川水力電気 1920 1922 北魚沼郡
頸城電気 1920 1921 中頸城郡
青海水電 1917 1917 西頸城郡 75�000 0�1 75�000 0�2
親不知水電 1920 1920 長野市 15�000 0�0 12�168 0�0 8 0�0
市振電気 1922 1924 青森県上北郡 10�000 0�0 7�500 0�0 5 0�0
南魚沼郡湯澤村 南魚沼郡 11�000 0�0
佐渡電灯 1911 1914 佐渡郡 300�000 0�4 299�545 0�6 462 0�5
佐渡水力電気 1911 1913 佐渡郡 80�000 0�1 62�600 0�1 42 0�0
前佐渡水電 1917 1920 佐渡郡 170�000 0�3 170�000 0�4 82 0�1
白瀬水電 1921 1923 佐渡郡 180�000 0�3 157�448 0�3 50 0�1
佐渡郡吉井村 佐渡郡 22�675 0�0 225�675 0�5 60 0�1
西三川電気 佐渡郡 30�000 0�0 22�500 0�0 20 0�0

小計 67�846�675 100�0 47�693�786 100�0 90�472 100�0
兼営小計 112�096�675 83�011�529
県外関係小計 448�749�000 378�816�270

総計 560�845�675 461�827�799 270�427

資料) 新潟県 『新潟県統計書』 1924年､ 1926年､ 1929年｡
｢新潟県ノ水力電気事業｣ 1925年５月 『日本金融史資料 明治・大正編 第24巻』 大蔵省印刷局､ 1960年､
227�228頁｡

注) 斜め字は市町村営電気事業を示す｡

表２ 新潟県の電力業

年 次
公称資本金 固定資本金 発 電 力 需 用 戸 数 取 付 灯 数 １戸当たり

平均灯数
千円 千円 �� 戸 個 個

1919 7�667 9�116 11�346 89�996 207�061 2�30
1920 10�572 9�969 18�650 109�421 250�161 2�28
1921 45�472 13�308 19�114 159�197 263�291 2�29
1922 62�375 16�422 21�650 171�122 406�432 2�38
1923 68�375 59�767 48�101 197�122 474�512 2�40
1924 68�850 80�873 76�703 231�882 565�942 2�40
1925 71�566 92�306 121�143 260�753 667�568 2�56
1926 81�609 109�576 130�865 275�070 787�133 2�67
1927 103�797 126�895 165�342 355�061 1�103�505 3�40
1928 114�347 148�341 205�899 359�571 1�127�937 3�13
1929 112�097 107�542 253�159 326�716 957�538 2�83

資料) 新潟県 『新潟県統計書』 1929年版､ 369�370頁より作成｡



続
け
て
い
る
。
次
い
で
、
注
目
す
べ
き
は
、｢

固
定
資
本
金｣

が
二
二
年
か
ら
二
四

年
に
か
け
て
、
公
称
資
本
金
の
推
移
と
は
対
照
的
に
、
一
六
四
二
万
円
か
ら
八
〇
八

七
万
円
へ
と
目
覚
ま
し
い
拡
大
を
遂
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
電
力
各

社
が
こ
の
間
に
、
増
資
以
外
の
手
段
で
資
金
を
調
達
し
、
設
備
投
資
な
ど
固
定
資
本

の
形
成
を
積
極
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
橘
川
武
郎
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
電
力
業
の

資
金
調
達
の
長
期
的
な
推
移
を
検
証
し
た
論
文
の
中
で
、
二
〇
年
代
の
特
徴
を
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
年
代
前
半
は
、
株
式
の
地
位
が
低
下
し
、

そ
れ
に
代
っ
て
外
債
を
含
め
た
社
債
が
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め
つ
つ
、
全
体
的
な
資
金
残

高
も
顕
著
に
増
加
し
た
。
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
電
力
外
債
の
相
次
ぐ
発
行
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
債
が
株
式
を
上
回
っ
て｢

中
心
的
な
資
金
調
達
手
段｣

に

な
る
一
方
で
、｢

資
金
純
増
額
に
対
す
る
借
入
金
の
寄
与
率
も
増
大
し
た｣

と

(

�)

。
こ

う
し
た
資
金
調
達
手
段
の
変
化
が
、
公
称
資
本
金
と｢
固
定
資
本
金｣

の
対
照
的
な

推
移
と
な
っ
て
現
れ
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、
新
潟
電
気
の
借
入
金
は
、

二
四
年
一
一
月
期
の
三
五
〇
万
円
か
ら
二
八
年
一
一
月
期
に
は
九
一
九
万
円
ま
で
膨

ら
ん
で
い
る

(

�)

。

最
後
に
、
電
灯
電
力
の
需
給
関
係
を
確
認
す
れ
ば
、
需
用
戸
数
は
一
九
二
七
年
ま

で
着
々
と
増
え
、
取
付
灯
数
で
見
る
と
二
一
年
の
二
六
万
三
二
九
一
灯
か
ら
二
七
年

の
一
一
〇
万
三
五
〇
五
灯
へ
と
四
倍
強
も
伸
び
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
戸
当
た
り

の
平
均
灯
数
も
同
期
間
に
二
・
三
灯
か
ら
三
・
四
灯
ま
で
上
昇
し
た
。
他
方
、
発
電

力
は
、
少
し
遅
れ
て
二
二
年
か
ら
高
い
伸
び
率
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
化
学
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
需
要
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
に
、
電
力
各
社
が
供
給
能
力
の
拡

張
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
県
内
の
電
気
事
業
と
需
給
関
係
の
中
で
、
新
潟
電
気
は
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
か
。
表
１
に
は
、
一
九
二
九
年
時
点
の
新
潟
県
下
の
一
般
供
給
電
気

事
業
者
を
対
象
に
、
そ
の
公
称
資
本
金
、
払
込
資
本
金
お
よ
び
落
成
発
電
力
を
示
し

て
お
い
た

(

�)

。
こ
の
表
か
ら
は
第
一
に
、
新
潟
県
の
電
気
事
業
者
の
二
極
化
を
読
み
取

れ
る
。
二
一
の
事
業
者
の
う
ち
上
位
四
社
が
、
公
称
資
本
金
で
九
二
・
一
％
、
払
込

資
本
金
で
九
一
・
二
％
、
そ
し
て
落
成
発
電
力
で
は
九
五
・
四
％
も
占
め
た
。
具
体

的
に
は
、
新
潟
電
気
、
新
潟
水
力
電
気
、
北
越
水
力
電
気
お
よ
び
中
央
電
気
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
新
潟
市
、
長
岡
市
、
高
田
市
と
い
っ
た
市
部
に
本
社
を
構
え
て
い
た
。
残

り
の
一
七
の
事
業
者
に
目
を
転
じ
る
と
、
村
上
水
電
を
除
け
ば
、
構
成
比
は
一
％
な

い
し
は
そ
の
数
値
さ
え
満
た
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
特
色
は
、
新
潟
県
の
電
力
業

で｢

各
地
域
の
お
も
に
電
燈
需
要
お
よ
び
一
部
電
力
需
要
の
要
望
に
こ
た
え
、
き
わ

め
て
狭
い
地
域
中
心
の
地
元
資
本
に
よ
る
小
規
模
電
力
会
社
が
、
魚
沼
や
頸
城
の
山

間
部
お
よ
び
佐
渡
な
ど
に
誕
生
し
た

(

�)｣

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
第
二
に
、
上
位
企

業
の
中
で
は
、
新
潟
電
気
が
、
公
称
資
本
金
と
落
成
発
電
力
に
関
し
て
は
、
中
央
電

気
に
次
ぐ
二
位
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
二
七
・
一
％
と
二
三
・
九
％
に
達
し
、

払
込
資
本
金
で
は
全
体
の
三
〇
・
〇
％
を
占
め
て
最
大
の
規
模
を
誇
っ
た
点
に
注
目

し
た
い
。
こ
こ
に
、
新
潟
電
気
の
実
施
し
た
合
併
の
効
果
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

(

２)

新
潟
電
気
の
事
業
展
開
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

新
潟
電
気
は
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
の
創
立
総
会
で
、
新
潟
水
電
と
両
新
鉄

道
と
の
間
で
締
結
し
た
両
社
の
営
業
権
、
財
産
権
お
よ
び
負
債
義
務
の
一
切
を
引
き

受
け
る
契
約
の
承
認
を
受
け
、
一
二
月
一
日
の
引
継
完
了
と
同
時
に
営
業
を
開
始
し

た

(

�)

。
設
立
時
点
の
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
役
員
は
齋
藤
彦
太
郎
社
長
以
下
、
中

野
四
郎
太
専
務

(
�)

、
飯
村
俊
二
常
務
の
他
に
平
取
締
役
四
名
、
監
査
役
五
名
と
い
う
布

陣
で
あ
っ
た
。
他
方
、
筆
頭
株
主
の
中
野
組
の
代
表
者
は
中
野
四
郎
太
専
務
、
二
位
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の
久
稔
会
の
そ
れ
は
中
野
欽
治
取
締
役
で
あ
っ
て
、
役
員
の
多
く
は
大
株
主
を
兼
ね

て
い
た(
表
３)

。
二
一
年
五
月
三
一
日
時
点
の
株
主
数
は
七
一
〇
一
名
に
達
し
て

い
た
か
ら
、
新
潟
電
気
の
出
資
者
は
多
数
に
上
っ
た
と
言
え
る
も
の
の
、
中
野
組
の

持
株
率
が
二
九
・
七
％
に
及
ん
だ
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
所
有
者
と
し
て
の
経
営
陣

の
影
響
力
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
株
主
が
新
潟
在

住
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
、
近
視
眼
的
な
利
益
の
追
求
よ
り
も
、
新
潟
県
の
産
業

発
展
に
貢
献
す
る
よ
う
な
事
業
展
開
が
、
新
潟
電
気
の
行
動
原
理
で
あ
っ
た
と
推
察

さ
れ
よ
う
。

需
用
と
供
給

新
潟
電
気
の
電
灯
電
力
の
需
給
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
一
九
二
三
年
一
一
月
期
以

降
し
か
判
明
し
な
い

(

�)

。
そ
こ
で
、
新
潟
水
電
の
解
散
時
点(

二
〇
年
一
二
月)

の
需

用
状
況
を
、
新
潟
電
気
の
設
立
時
点
の
そ
れ
と
見
做
し
て
検
討
を
進
め
る
。
な
お
、

当
時
の
供
給
区
域
は
、
新
潟
県
の
中
蒲
原
郡
亀
田
町
ほ
か
二
町
九
ヶ
村
、
北
蒲
原
郡

新
発
田
町
ほ
か
三
町
一
八
ヶ
村
、
西
蒲
原
郡
燕
町
ほ
か
三
町
一
八
ヶ
村
、
南
蒲
原
郡

三
条
町
ほ
か
二
ヶ
村
、
三
島
郡
寺
泊
町
、
東
蒲
原
郡
津
川
町
ほ
か
三
ヶ
村
で
あ
っ
た

(

�)

。

表
４
に
よ
る
と
、
新
潟
電
気
は

一
九
二
〇
年
一
二
月
か
ら
二
三
年

一
一
月
に
か
け
て
、
電
灯
で
需
用

家
数
を
三
万
四
五
〇
八
戸
か
ら
五

万
七
三
二
七
戸
、
点
火
灯
数
を
九

万
四
六
三
〇
灯
か
ら
一
六
万
七
六

五
九
灯
へ
と
増
や
し
、
伸
び
率
は

そ
れ
ぞ
れ
六
六
・
一
％
と
七
七
・

二
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
数
値

は
、
年
率
換
算
で
も
二
〇
％
〜
二

五
％
と
い
う
高
さ
で
あ
り
、
そ
れ

以
降
の
時
期
と
比
較
し
て
も
目
覚

ま
し
い
増
加
を
記
録
し
た
と
言
え

る
。
他
方
、
電
力
に
つ
い
て
も
、

同
じ
期
間
に
需
用
家
数
が
五
七
五

戸
か
ら
一
〇
一
三
戸
、
馬
力
数
は

四
〇
二
〇
馬
力
か
ら
七
五
八
三
馬
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表３ 新潟電気の株主－1921年５月31日現在－
株 主 名 株式数 持株率 役員ポスト 備 考

中野組 59�347 29�7 代表者・中野四郎太
久稔会 15�493 7�7 代表者・中野欽治
市島徳厚 13�782 6�9
齋藤彦太郎 12�700 6�4 社長
中野欽治 7�400 3�7 取締役
安藤文平 6�093 3�0 監査役
上原有三 5�600 2�8 取締役
中野四郎太 3�800 1�9 専務
高橋キミ 3�037 1�5
星野勘右衛門 2�961 1�5 取締役
伊藤文吉 2�603 1�3
伊藤真砂 2�100 1�1
坂井栄吉 2�000 1�0
星野求 1�884 0�9
白勢ヨシ 1�832 0�9 白勢正衛親権者
中野鉄二 1�800 0�9
阿部泰蔵 1�500 0�8
小林孫二郎 1�376 0�7
折戸善八 1�310 0�7
中野興業 1�280 0�6 代表者・中野忠太郎
飯村俊二 1�050 0�5 取締役 新潟電気社員団代表者
発行済株式総数 200�000 100�0

単位；株､ ％

資料) 新潟電気株式会社 『株主名簿』 1921年５月期より作成｡
注) 役員ポストは､ 新潟電気のものである｡

表４ 新潟電気の電灯・電力の需要動向

年 月 電 灯 電 力
需用家数 点火灯数 十燭換算数 需用家数 電動機数 電力馬力数

1920 12 34�508 94�630 ���� 575 ���� 4�020
1923 11 57�327 167�659 207�744 1�013 1�142 7�583
1924 11 64�398 195�218 288�413 1�113 1�264 7�976
1925 11 73�911 224�122 410�298 1�481 1�756 8�478
1926 11 81�294 254�353 468�559 1�458 1�640 9�773
1927 11 93�329 289�541 605�171 2�015 2�225 10�844
1928 11 95�600 309�472 658�804 2�487 2�692 12�671
1929 11 98�797 327�496 682�288 2�906 3�124 14�364
資料) 新潟電気株式会社 『営業報告書』 各期､ 東北電力株式会社編 『東北地

方電気事業史』 東北電力株式会社､ 1960年､ 226頁より作成｡
注) 1920年12月の数値は 『東北地方電気事業史』 による｡



力
に
飛
躍
し
、
そ
れ
ら
の
伸
び
率
は
電
灯
を
も
上
回
っ
て
い
た
。
同
社
の『

営
業
報

告
書』
に
は｢

需
用
ノ
状
況
ハ
益
々
良
好｣

(

二
一
年
五
月
期)

、｢

一
般
需
要
ノ
増

進
ハ
近
年
異
常
ノ
數
ヲ
示
シ
農
村
ノ
小
部
落
ニ
至
ル
迄
幾
分
ノ
工
費
負
擔
ヲ
辭
セ
ズ

シ
テ
電
燈
電
力
ノ
普
及
ヲ
熱
望
ス
ル
ノ
實
情
ニ
ア
リ｣

(

二
二
年
五
月
期)

、｢

一
般

需
用
ノ
状
況
ハ
引
續
キ
益
々
良
好
ニ
シ
テ｣

(

二
三
年
五
月
期)

と
い
っ
た
言
葉
が

並
ん
だ

(

�)

。
そ
れ
以
後
も
二
七
年
ま
で
は
、
伸
び
の
鈍
化
し
た
電
灯
需
用
を
別
に
す
れ

ば
、
需
用
家
数
、
点
火
灯
数
と
も
に
一
〇
％
を
超
え
る
成
長
を
示
し
、
電
力
需
用
も

｢

財
界
ノ
沈
衰
益
々
甚
シ
ク
為
メ
ニ
自
然
増
加
ノ
外
見
ル
ヘ
キ
新
需
用
ヲ
得
サ
ル
ハ

遺
憾
ト
ス
ル
處

(

�)｣

と
さ
れ
た
二
六
年
こ
そ
マ
イ
ナ
ス
に
陥
っ
た
が
、
他
の
年
は
三
〇

％
超
の
伸
長
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
二
八
年
と
二
九
年
は
電
灯
、
電
力
の
い
ず
れ
も

そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
勢
い
で
増
え
ず
、
電
力
馬
力
数
の
み
が
健
闘
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た(

表
４)

。

こ
う
し
た
電
気
需
用
は
、
新
潟
水
力
電
気
と
の
熾
烈
な
競
争
の
中
で
獲
得
さ
れ
た
。

両
社
の
競
争
は｢

新
潟
市
中
至
る
と
こ
ろ
道
路
の
兩
側
に
配
電
線
路
を
併
行
に
展
張

し
て
兩
社
相
對
峙
し
電
力
料
金
は
規
程
以
下
に
て
契
約｣

す
る
な
ど
、｢
随
所
に
於

て
弊
害
を
生
じ｣

る
レ
ベ
ル
に
達
し
、
社
史
で
は｢

抗
爭｣

と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
こ
の｢

抗
爭｣

は
、
新
潟
電
気
と
新
潟
水
力
電
気
が
一
九
二
四
年
一
二
月

に
、
新
潟
市
な
ど
両
社
の
供
給
区
域
内
で｢

互
ニ
需
用
者
ノ
爭
奪
ヲ
目
的
ト
ス
ル
勸

誘
並
ニ
宣
傳
其
他
苟
モ
他
社
ノ
利
益
ヲ
阻
害
ス
ベ
キ
一
切
ノ
競
爭
的
行
爲
ヲ
ナ
サ
サ

ル
ベ
シ｣

(

第
一
条)

と
い
っ
た
内
容
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、｢

全
面
的
な『

需
用

家
爭
奪
戰』

は
一
段
落
を
告
げ｣

た
と
さ
れ
る

(

�)

。
新
潟
電
気
は
、
厳
し
い
競
争
環
境

の
下
、
供
給
先
の
拡
大
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

次
に
、『

電
気
事
業
要
覧』

を
用
い
て
、
受
電
を
除
く
供
給
能
力
の
変
遷
を
追
っ

て
み
よ
う
。
一
九
二
一
年
時
点
で
、
新
潟
電
気
は
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
飯
豊
川

発
電
所(

二
九
〇
〇
��)

を
擁
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
以
外
は
大
荒
川
上
流
発

電
所
の
二
三
五
��
、
同
下
流
の
四
四
三
��
、｢

内
倉
川｣

の
二
七
〇
��
と
い
う
小
規

模
な
水
力
発
電
所
し
か
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
合
計
は
四
〇
四
八
��
に

過
ぎ
ず
、
予
備
の
火
力
・
瓦
斯
発
電
所
を
含
め
て
も
四
二
五
三
��
に
止
ま
っ
た
。
た

だ
、
飯
豊
川
と
守
門
川
に
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
��
と
一
六
五
〇
��
の
未
落
成
の
発
電

所
を
有
し
て
お
り
、
発
電
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
点
に
は
注
意
を
要
す
る

(

�)

。
時
期

は
下
っ
て
二
九
年
の
供
給
能
力
を
見
る
と
、
飯
豊
川
第
一(

一
九
〇
〇
��)

と
同
第

二(

一
八
四
三
��)

、
奥
川
第
一(

一
〇
〇
〇
��)

、
新
潟
火
力(

三
〇
〇
〇
��)

な

ど
合
計
で
一
万
一
四
五
��
ま
で
出
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
る(

表
５)

。
た
だ
、
そ
う

し
た
供
給
能
力
の
拡
充
は
、
必
ず
し

も
時
々
の
需
要
増
へ
の
十
分
な
対
応

を
可
能
に
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

次
項
で
は
、
新
潟
電
気
が
供
給
能
力

不
足
を
補
う
た
め
に
行
っ
た
電
力
取

引
を
確
認
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
需
給
関
係
の
中
で
、

新
潟
電
気
は
い
か
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
示
し
た
の
か
。
表
６
を
参
照

し
な
が
ら
検
討
し
よ
う
。
先
ず
、
総

収
入
は
一
九
二
一
年
一
一
月
期
か
ら

二
七
年
一
一
月
期
に
か
け
て
、
右
肩

上
が
り
に
増
え
続
け
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
、
二
八
年
五
月
期
に
五
〇

万
円
以
上
も
の
目
覚
ま
し
い
増
加
を
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表５ 新潟電気の供給能力―1929年― 単位；��
発電所・供給業者 原動力 常時 特殊 補給 計
飯豊川第一 水力 1�900 1�900
飯豊川第二 水力 1�106 737 1�843
赤谷 水力 270 270
奥川第一 水力 650 350 1�000
奥川第二 水力 388 250 638
大荒川上流 水力 235 235
大荒川下流 水力 443 443
新潟火力 汽力 3�000 3�000
宮川 水力 450 366 816

合 計 10�145
資料) 逓信省電気局 『電気事業要覧 第21回』 1930年より作成｡
注) 常時､ 特殊､ 補給は出力の区分である｡



示
し
た
後
、
同
年
一
一
月
期
は
初
の
減
収
を
記
録
、
二
九
年
五
月
期
に
再
び
四
〇
万

円
弱
も
収
入
を
増
や
す
な
ど
不
安
定
な
動
き
を
見
せ
る

(

�)

。
次
に
、
純
益
金
は
、
一
時

的
に
伸
び
を
鈍
化
さ
せ
る
も
の
の
、
二
五
年
一
一
月
期
ま
で
増
加
を
続
け
、
そ
の
後

は
二
七
年
五
月
期
に
か
け
て
四
〇
万
円
前
後
で
停
滞
す
る
。
そ
し
て
、
二
八
年
五
月

期
に
九
〇
万
円
ま
で
跳
ね
上
が
る
と
、
最
後
の
決
算
期
で
あ
る
二
九
年
一
一
月
に
は

一
〇
〇
万
円
超
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
払
込
資
本
金
利
益
率
は
、
二
二
年
か
ら
二

六
年
に
か
け
て
八
％
台
と
い
う
相
対
的
に
高
い
数
値
で
推
移
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以

降
に
な
る
と
、
払
込
資
本
金
の
増
加
も
あ
っ
て
、
六
％
前
後
ま
で
低
下
し
た
。
他
方
、

総
資
産
利
益
率
は
、
全
期
間
を
通
じ
て
二
％
台
後
半
か
ら
三
％
台
前
半
で
安
定
的
な

動
き
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
総
資
産
が
二
七
年
一
一
月
期
の
一
九
二
〇
万
円

か
ら
二
八
年
五
月
期
に
二
九
五
〇
万
円
へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

総
資
産
利
益
率
が
若
干
上
昇
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
後
述
す
る
通
り
、

こ
の
総
資
産
の
膨
張
に
は
、
新
潟
電
気
の
合
併
戦
略
が
部
分
的
に
関
連
し
て
い
る
が
、

少
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
経
営
行
動
が
収
益
性
の
悪
化
を
招
か
な
か
っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

(

３)

電
力
取
引

本
項
で
は
、
東
京
電
灯(

以
下
で
は
適
宜
、
東
電
と
略
す)

、
高
田
鉱
業
お
よ
び

福
島
電
灯
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
、
新
潟
電
気
の
電
力
取
引
を
検
討
す
る
。
こ
の

う
ち
前
二
者
は
購
入
、
後
者
は
販
売
と
い
う
取
引
形
態
で
あ
る
。

新
潟
電
気
と
東
京
電
灯
と
の
電
力
需
給
契
約
は
、
後
述
の
伊
南
川
発
電
所
の
落
成

ま
で
の
電
源
確
保
を
目
的
に
し
て

(

�)

、
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
に
締
結
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
①
東
電
が
新
潟
電
気
の
事
業
経
営
に
必
要
な
電
力
を
供
給
す
る
、
②
電
力

量
は
最
高
三
〇
〇
〇
��
と
し
、
受
電
開
始
か
ら
一
年
間
は
一
五
〇
〇
��
、
次
の
一
年

間
は
二
二
五
〇
��
、
そ
し
て
三
年
目
か
ら
三
〇
〇
〇
��
に
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の
契
約
は
、
そ
の
後
二
度
に
わ
た
っ
て
内
容
を〝

追
加〞

さ
れ
る

こ
と
に
な
る

(

�)

。
一
度
は
、
二
三
年
六
月
一
一
日
付
の
契
約
書
で
交
わ
し
た
も
の
で
あ

― 51 ―

表６ 新潟電気のパフォーマンス 単位；千円､ ％

年 月 資本金 借入金 払 込
資本金 資産合計 総収入 総支出 当 期

純益金
払込資本
金利益率

総資産
利益率

1921 5 10�000 1�200 2�500 11�581 527 238 289 11�5 2�5
11 10�000 800 3�499 11�285 487 247 241 6�9 2�1

1922 5 10�000 800 3�500 11�393 574 275 299 8�6 2�6
11 10�000 600 4�231 11�320 649 298 352 8�3 3�1

1923 5 10�000 1�600 4�400 12�488 784 404 380 8�6 3�0
11 11�000 1�730 4�725 13�866 899 494 405 8�6 2�9

1924 5 11�000 1�930 4�725 14�044 908 512 396 8�4 2�8
11 11�000 3�500 4�904 15�754 965 571 394 8�0 2�5

1925 5 11�000 3�550 5�825 15�869 1�111 652 460 7�9 2�9
11 11�000 5�500 5�825 17�791 1�222 744 477 8�2 2�7

1926 5 11�000 5�500 5�825 17�696 1�269 791 478 8�2 2�7
11 11�000 5�500 5�825 17�732 1�353 876 477 8�2 2�7

1927 5 11�000 5�500 6�924 17�865 1�426 959 467 6�7 2�6
11 11�400 5�699 7�325 19�196 1�480 960 520 7�1 2�7

1928 5 18�400 9�195 14�321 29�500 2�024 1�123 901 6�3 3�1
11 18�400 9�154 14�325 29�513 1�740 843 897 6�3 3�0

1929 5 18�400 9�139 14�325 29�608 2�116 1�140 976 6�8 3�3
11 25�000 9�149 20�925 36�064 2�174 1�035 1�139 5�4 3�2

資料) 新潟電気株式会社 『営業報告書』 各期より作成｡



り
、
そ
の
中
で
上
記
の
②
の
点
に
関
し
て
、
東
電
が
、
信
越
電
力
中
津
川
第
一
発
電

所
と
東
信
電
気
高
瀬
川
発
電
所
か
ら
受
電
を
開
始
す
る
ま
で
の
期
間
、
新
潟
電
気
に

対
す
る｢
送
電
ヲ
停
止
又
ハ
制
限
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
予
メ
乙
ヨ

リ
甲
ニ
通
知
ス
ル
モ
ノ｣

と
し
た

(

�)

。
こ
こ
で
乙
は
東
電
、
甲
は
新
潟
電
気
を
指
す
。

こ
の
条
文
か
ら
、
新
潟
電
気
に
と
っ
て
東
電
と
の
取
引
関
係
は
、
必
ず
し
も
安
定
的

で
は
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
二
度
目
の
追
加
は
、
二
六
年
五
月
一
日
付
の
契
約

書
か
ら
内
容
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
じ
く
②
に
つ
い
て
、｢

受
給
電

力
ニ
五
百『

キ
ロ
ワ
ツ
ト』

ヲ
追
加
ス｣

(

第
一
条)

と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
そ
の
意
味

は
正
確
に
把
握
し
が
た
い
が
、
先
に
触
れ
た
三
つ
の
電
力
量
の
他
に
五
〇
〇
��
の
供

給
を
加
え
た
と
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
追
加
契
約
書
が
、
二
度
に
亘
っ
て
締
結
さ

れ
た
理
由
は
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
新
潟
電
気
が
、

大
沼
電
灯
と
の
契
約
締
結(

後
述)

を
境
に
、
東
電
よ
り
の
受
電
を
打
ち
切
っ
た
こ

と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
同
社
に
と
っ
て
は
望
ま
し
く
な
い〝
追
加〞

で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

新
潟
電
気
は
、
東
京
電
灯
と
の
間
で
二
度
目
の
追
加
契
約
書
を
交
わ
す
約
二
ヶ
月

前
の
一
九
二
六
年
二
月
二
六
日
、
高
田
鉱
業
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ん
だ
。
契
約
書

の
第
一
条
で
は
、
工
事
中
で
あ
る
高
田
鉱
業
の
阿
賀
川
水
系
大
川
筋
の
大
戸
発
電
所

が
完
成
し
た
時
に
、
同
社
が
そ
の
発
生
電
力
の
う
ち
昼
夜
間
最
大
五
〇
〇
〇
��
を
新

潟
電
気
に
供
給
す
る
と
し
た

(

�)

。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
高
田
鉱
業
の｢

減
量
送

電｣

に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な〝

ペ
ナ
ル
テ
ィ〞

が
課
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

史
料
１

(

�)

第
五
條

甲(

新
潟
電
気
＝
引
用
者
、
以
下
同
じ)

ガ
左
ノ
事
由
ニ
依
リ
電
力

ヲ
受
用
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
場
合
ハ
時
間
割
ニ
依
リ
前
條
ノ
料
金
ヲ
減
額
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

一
、
天
災
又
ハ
不
可
抗
力
ニ
因
ル
時

二
、
法
令
又
ハ
官
廳
ノ
命
令
ニ
依
ル
時

但
壹
ケ
月
中
延
壹
時
間
以
内
ノ
場
合
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

第
六
條

事
由
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
乙(

高
田
鉱
業
＝
引
用
者
、
以
下
同
じ)

ニ

於
テ
停
電
シ
又
ハ
電
力
ニ
不
足
ヲ
生
ジ
減
量
送
電
ノ
場
合
ハ
、
其
停
電
又
ハ
減

量
分
ニ
對
シ
テ
ハ
一
、
五
倍
ノ
割
合
ヲ
以
テ
料
金
ヲ
減
額
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
豫
メ
甲
ノ
承
認
ヲ
得
テ
壹
時
間
以
内
ノ
停
電
又
ハ
貳
時
間
以
内
ノ
減
量
送
電

ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

(

中
略)

第
八
條

乙
ノ
發
電
所
落
成
後
甲
ニ
於
テ
故
無
ク
電
力
ヲ
需
用
セ
ザ
ル
場
合
ハ
、

甲
ハ
損
害
賠
償
ト
シ
テ
金
五
拾
萬
圓
ヲ
乙
ニ
支
拂
フ
モ
ノ
ト
ス

又
受
渡
開
始
後
甲
乙
兩
者
ノ
一
方
ガ
本
契
約
ヲ
解
除
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
、
殘
期

間
ニ
對
シ
一
ヶ
年
ニ
付
金
拾
萬
圓
ノ
割
合
ニ
依
ル
損
害
金
ヲ
他
ノ
一
方
ニ
支
拂

フ
モ
ノ
ト
ス

但
其
金
額
ハ
五
拾
萬
圓
ヲ
以
テ
限
度
ト
ス

こ
れ
ら
の
条
文
に
よ
れ
ば
、
新
潟
電
気
に
対
し
て
は
、
天
災
な
ど
不
可
抗
力
の
事

態
や
監
督
官
庁
の
命
令
に
よ
っ
て
需
用
で
き
な
い
場
合
に
減
額
を
認
め
る(

第
五
条)

一
方
で
、
高
田
鉱
業
に
は｢

事
由
ノ
如
何
ヲ
問｣

う
こ
と
な
く
、
停
電
な
い
し
減
量

の
規
模
に
応
じ
た
料
金
の
減
額
を
求
め
て
い
る(

第
六
条)

。
も
ち
ろ
ん
、
大
戸
発

電
所
の
落
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
潟
電
気
が
受
用
し
な
い
時
の
損
害
賠
償
も
定
め

た
か
ら
、〝
ペ
ナ
ル
テ
ィ〞

は
双
方
に
課
せ
ら
れ
て
は
い
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
規

定
は
、
東
京
電
灯
と
の
契
約
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
正
確
な
理
由
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は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
新
潟
電
気
は
、
高
田
鉱
業
と
の
電
力
取
引
に
際
し
て
、

よ
り
緻
密
な
契
約
を
交
わ
す
こ
と
で
、
安
定
的
な
電
力
の
確
保
を
企
図
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

東
電
や
高
田
鉱
業
と
の
取
引
で
電
力
を
購
入
す
る
一
方
、
新
潟
電
気
は
福
島
電
灯

へ
の
電
力
供
給
も
実
施
し
て
い
た
。
両
社
の
契
約
は
一
九
二
六
年
二
月
一
三
日
に
結

ば
れ
た
が
、
以
下
に
そ
の
狙
い
を
示
す
史
料
を
抜
粋
し
て
お
こ
う
。

史
料
２

(

�)

電
氣
事
業
者
間
ノ
電
源
共
通
ハ
有
無
ヲ
相
通
ジ
資
本
關
係
ヲ
調
和
シ
、
且
ツ

非
常
時
變
ニ
際
シ
相
互
救
濟
ノ
速
行マ

マ

ヲ
可
能
ナ
ラ
シ
メ
依
リ
テ
以
テ
斯
業
ノ
經

營
ニ
便
シ
延
テ
ハ
公
益
ニ
資
ス
ル
ノ
途
ナ
ル
ヲ
思
考
シ
、
電
源
ノ
共
通
ニ
關
シ

新
潟
電
氣
株
式
會
社
ト
福
島
電
燈
株
式
會
社
ト
ノ
間
ニ
於
テ
協
約
ス
ル
コ
ト
左

ノ
如
シ

こ
の
史
料
か
ら
も
読
み
取
れ
る
通
り
、
資
本
関
係
の
調
和
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

不
明
だ
が
、
契
約
の
狙
い
は
、
経
営
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、
互
い
に
迅
速
な
対
策

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
点
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
行
為
を
通
じ
て
経
営

の
安
定
化
を
図
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
電
気
方
式
と
電
圧
は
、
両
社

で
協
議
し
て
一
致
さ
せ
る
こ
と(

第
一
条)

、
将
来
建
設
す
る
こ
と
に
な
る
両
社
間

の
連
絡
送
電
線
は
、
鉄
塔
等
を
用
い
た
二
回
線
式
と
し
、
保
安
通
信
設
備
も
独
立
の

二
回
線
に
す
る
こ
と(

第
二
条)

を
定
め
た
。
と
同
時
に
、｢

将
來
兩
會
社
以
外
本

協
定
ニ
賛
同
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
時
ハ
可
成
多
數
加
盟
セ
シ
メ
以
テ
共
通
ノ
範
圍

ヲ
擴
ク
ス
ル
ノ
目
的
ニ
進
ム
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス｣

(

第
五
条)

と
し
て
、
電
力
連
系
の

更
な
る
拡
張
を
目
論
ん
だ
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う

(

�)

。

よ
り
詳
し
い
契
約
内
容
を
、
同
じ
日
に
交
わ
さ
れ
た｢

電
力
受
授
契
約
書

謄
本｣

か
ら
確
認
し
て
お
け
ば
、
次
の
点
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
福
島
電
灯
に
対
す
る

電
力
供
給
が
、
前
述
の
高
田
鉱
業
か
ら
の
受
電
を
前
提
に
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、｢

大
正
十
七
年
六
月
一
日｣

か
ら
の
定
時
二
〇
〇
〇
��
の
電
力
は
、
高

田
鉱
業
の｢

大
川
筋
發
電
所
落
成
後
受
電
ス
ベ
キ
電
力
中
ヨ
リ
送
電
ス
ル
モ
ノ
ト
ス｣

と
さ
れ
、
ま
た
、｢

大
正
十
九
年
六
月
一
日｣

以
降
に
追
加
す
る
定
時
二
〇
〇
〇
��

の
電
力
も
、
新
潟
電
気
の
信
濃
川
発
電
所
が
落
成
し
た
時
に
、
同
じ
く｢

大
川
筋
發

電
所
受
電
電
力
中
ヨ
リ
増
量
供
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス｣

と
さ
れ
た(

第
一
条
の
一
と
二)

。

第
二
に
、
史
料
２
で
示
し
た
狙
い
に
基
づ
き
、｢

非
常
事
變
又
ハ
電
気
工
作
物
ノ
修

理
等｣

に
よ
っ
て
、
電
力
の
相
互
融
通
を
要
す
る
場
合
、
一
方
の
当
事
者
は｢

其
事

情
ノ
許
ス
限
リ
其
求
メ
ニ
應
ズ
可
キ
モ
ノ｣

と
し
た(

第
五
条

(

�))

。
こ
の
二
点
か
ら
、

新
潟
電
気
に
と
っ
て
、
高
田
鉱
業
か
ら
の
電
力
購
入
は
自
社
の
み
な
ら
ず
取
引
相
手

で
あ
る
福
島
電
灯
と
の
関
係
か
ら
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
新
潟
電
気
と
高
田
鉱
業(

の
大
川
筋
発
電
所)

の
関
係
は
、
合
併
へ
と

さ
ら
な
る
深
化
を
見
せ
る
の
で
あ
る(

後
述)

。

３

成
長
戦
略
と
し
て
の
合
併

新
潟
電
気
は
、
一
九
二
三
年
六
月
の
奥
川
水
力
電
気
の
合
併
を
は
じ
め
、
二
七
年

八
月
に
大
沼
電
灯
、
翌
二
八
年
三
月
に
は
日
本
電
気
工
業
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
て
い

く
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
を
対
象
に
、
合
併
の
狙
い
と
そ
れ
に
対
す
る
株

主
の
利
害
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
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(
１)
奥
川
水
力
電
気

一
九
二
三
年
六
月

奥
川
水
力
電
気
は
一
九
一
八
年
六
月
二
二
日
、
太
宰
文
蔵
を
代
表
と
し
て
、
奥
川

を
水
源
と
す
る
一
〇
〇
〇
��
の
発
電
所
を
建
設
、
福
島
県
耶
麻
郡
奥
川
村
な
ど
八
つ

の
村
を
供
給
区
域
に
電
灯
・
電
力
を
供
給
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
、
事
業
経
営
の
認

可
を
受
け
て
、
二
〇
年
七
月
三
一
日
に
開
業
に
漕
ぎ
着
け
た

(

�)

。

新
潟
電
気
は
一
九
二
三
年
二
月
二
八
日
、
奥
川
水
力
電
気
と
の
合
併
認
可
申
請
書

を
逓
信
省
、
鉄
道
省
、
内
務
省
に
提
出
、
同
年
六
月
二
一
日
ま
で
に
こ
れ
を
含
む
す

べ
て
の
許
可
・
認
可
を
得
て
、
七
月
一
五
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
合
併
の
承
認
を
受

け
た

(

�)

。
こ
の
合
併
は
、
第
百
七
銀
行
の
吉
野
周
太
郎
頭
取
か
ら
新
潟
電
気
に
話
が
持

ち
か
け
ら
れ
、
両
社
は
彼
の
仲
介
の
下
で
協
議
を
進
め
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
合
併
の
狙
い

を
示
す｢

合
併
事
由
及
合
併
方
法
説
明
書｣

の
一
部
を
以
下
に
史
料
と
し
て
掲
げ
て

お
こ
う
。

史
料
３

(

�)

合
併
會
社
ニ
被
合
併
會
社
ヲ
併
合
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
現
今
合
併
會

社
ハ
其
營
業
用
電
源
増
加
ノ
必
要
ニ
迫
リ
居
リ
、
被
合
併
會
社
ハ
発
電
力
ヲ
擁

シ
乍
ラ
其
用
途
無
キ
ニ
苦
ミ
居
ル
ノ
状
況
ニ
ア
ル
ガ
故
ニ
、
両
會
社
ヲ
併
合
シ

テ
有
無
融
通
ス
ル
ヲ
以
テ
良
策
ナ
リ
ト
シ
、(

中
略)

而
シ
テ
合
併
會
社
ハ
合

併
ニ
依
リ
電
源
ノ
充
實
ヲ
得
ル
ト
共
ニ
、
福
島
縣
内
ニ
於
テ
新
タ
ニ
約
三
百
五

十
名
ノ
新
株
主
ヲ
得
、
新
潟
、
福
島
両
縣
ノ
實
業
的
連
絡
ニ
資
シ
且
ツ
會
社
ノ

對
外
信
用
範
囲
ヲ
増
大
ス
ル
ノ
利
ア
リ

被
合
併
會
社
ノ
株
主
ハ
、
投
資
後
數
年
間
充
分
ナ
ル
利
益
計
算
ヲ
得
サ
リ
シ

モ
ノ
ヲ
、
合
併
後
ハ
確
實
ノ
利
益
配
當
保
証
ヲ
得
タ
ル
カ
如
キ
結
果
ニ
至
リ
、

何
レ
ヨ
リ
ス
ル
モ
益
ス
ル
所
ア
リ
テ
害
ナ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
タ
リ

こ
の
史
料
か
ら
は
先
ず
、
新
潟
電
気
の
狙
い
が
発
電
力
の
強
化
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
奥
川
水
力
電
気
の
そ
れ
は
余
剰
電
力
の
消
化
に
あ
り
、
相
互
に
補
完
的
な
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
実
際
に
、
新
潟
電
気
の
一
九
二
一
年
一
一
月
期
の

『

営
業
報
告
書』

は
、
電
灯
・
電
力
と
も
に
需
用
は
盛
況
で
あ
っ
た
も
の
の
、｢

如
何

セ
ン
發
電
力
ノ
充
実
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス｣

、〝

好
敵
手〞

で
あ
る
新
潟
水
力
電
気
か
ら

一
時
的
に
五
五
〇
��
の
電
力
供
給
を
受
け
て
需
用
を
満
た
し
た
こ
と
を｢

遺
憾｣

と

表
現
し
て
い
た

(

�)

。
先
述
の
よ
う
に
、
同
社
と
は
熾
烈
な
需
用
家
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
次
に
、
新
潟
県
と
福
島
県
の
電
力
連
系
と
対
外
的
な
信
用
の

拡
張
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
そ
し
て
、
根
拠
は
特
に
明
示
さ
れ
な
い
が
、

奥
川
水
力
電
気
の
株
主
に
配
当
保
証
を
す
る
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
し
た
の
で

あ
る
。

以
上
の
合
併
の
目
的
は
、
両
社
の
株
主
総
会
で
も
訴
え
ら
れ
た
。
新
潟
電
気
の
中

野
四
郎
太
専
務(

議
長)

の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
社
は
発
電

力
の
拡
充
を
企
図
し
て
、
各
地
の
水
源
を
探
査
し
た
上
で
、
一
九
一
七
年
一
月
に
伊

南
川
水
利
権
の
取
得
を
出
願
し
、
二
二
年
秋
に
許
可
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
発

電
所
の
落
成
予
定
は｢

大
正
拾
七
年｣

(

一
九
二
八
年)

と
計
画
さ
れ
て
お
り
、
工

事
が
完
成
し
た
場
合
に
供
給
能
力
を
現
在
の｢

四
五
倍｣

に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
は
い
え
、
そ
の
間
の｢

需
用
増
加
ニ
應
ス
ル
電
源
ノ
準
備｣

を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、｢

當
事
者
ハ
其
方
法
ニ
付
テ
苦
心
シ
テ
居｣

た
、
と

(

�)

。
結
果
か
ら
見

れ
ば
、｢

其
方
法｣

は
合
併
を
通
じ
た
発
電
所
の
獲
得
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、

奥
川
水
力
電
気
の
田
代
與
三
久
社
長(

議
長)

は
、
自
社
の｢

電
力
ニ
餘
力
ア
ル｣

点
と
新
潟
電
気
の
供
給
力
不
足
を
強
調
し
、
こ
の
合
併
が
両
社
に
利
益
を
も
た
ら
す

と
し
て
株
主
に
賛
同
を
求
め
た

(

�)

。

こ
う
し
た
経
営
陣
の
説
明
に
対
し
、
株
主
は
い
か
な
る
反
応
を
示
し
た
の
か
。
新
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潟
電
気
の
臨
時
株
主
総
会
で
発
言
を
確
認
で
き
る
株
主
は
、
八
田
三
代
吉
だ
け
で
あ

る
。
八
田
は
、
①
こ
の
合
併
で｢

伊
南
川
発
電
所
落
成
迄
ノ
電
源
ト
シ
テ
充
分
ナ
リ

ト
ノ
御
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
カ｣

、
②
奥
川
水
力
電
気
の
確
実
と
言
え
る｢

正
味
資
産｣

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
③
同
社
の
前
期
の
配
当
金
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
、
④
同

社
の
発
電
所
か
ら
の
受
電
に
必
要
な
設
備
投
資
額
は
い
く
ら
か
、
ま
た
、
新
潟
水
力

電
気
が
現
在
保
有
す
る
送
電
線
路
を
使
っ
た｢

共
同
送
電｣

は
不
可
能
な
の
か
、
⑤

｢

併
合
ノ
利
益
ハ
確
實
デ
ア
リ
マ
ス
カ｣

と
複
数
の
質
問
を
繰
り
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
問
に
、
中
野
専
務
は
一
つ
一
つ
応
え
て
い
く
。
①
に
つ
い
て
は
、

｢

中
々
此
位
ノ
モ
ノ
ニ
テ
ハ
何
處
ヘ
モ
足
リ
マ
セ
ヌ｣

と
断
っ
た
上
で
、
一
九
二
二

年
一
〇
月
に
東
京
電
灯
と
の
間
で
三
〇
〇
〇
��
の
受
電
契
約(

一
九
二
三
年
七
月
一

日
か
ら)

を
結
ぶ
と
と
も
に
、
守
門
川
発
電
所(
一
六
〇
〇
��)

が
工
事
中
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て｢

萬
一
ニ
備
フ
ル
為
メ｣

新
潟
硫
酸
の
持
つ
荒
川
筋
の
水
利
権
を
利

用
す
る｢

約
束｣

も
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
②
に
関
し
て
は
、
未
払
込
株
金
を
除
く

総
資
産
一
二
四
万
六
〇
〇
〇
円
か
ら
外
部
負
債
五
八
万
四
〇
〇
〇
円
、｢

取
立
不
能

ト
認
ム
ベ
キ｣

資
産
約
七
万
四
〇
〇
〇
円
お
よ
び｢

水
路
ノ
復
舊
費｣
二
万
五
〇
〇

〇
円
を
差
し
引
い
た
残
額
五
六
万
三
〇
〇
〇
円
を
提
示
し
た
。
つ
ま
り
、
債
権
の
回

収
見
込
み
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
評
価
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
③
の
配
当
に
つ
い

て
は
、
二
二
年
上
期
は
年
六
分
の
配
当
で
あ
っ
た
が
、
奥
川
水
力
電
気
の
供
給
区
域

は
山
間
部
の
少
数
の
村
に
過
ぎ
ず
、｢

一
向
ニ
區
域
ノ
價
値
ハ
認
ム
可
キ
モ
ノ｣

が

な
い
。
加
え
て
、
こ
の
配
当
は
一
時
的
な
雑
収
入
の
影
響
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
か

ら｢

是
レ
ハ
ア
テ
ニ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ｣

と
し
、
具
体
的
な
数
値
は
挙
げ
な
か
っ
た
も

の
の
厳
し
い
見
方
を
し
た
。

④
に
は
、
前
半
部
分
の
八
田
の
質
問
を
認
め
つ
つ
、
奥
川
水
力
電
気
の
発
電
所
か

ら
新
潟
電
気
の
飯
豊
川
発
電
所
に
至
る
送
電
線
路
の
費
用
と
し
て
約
一
六
万
円
と
い

う
金
額
を
挙
げ
た
。
次
い
で
、
新
潟
水
力
電
気
の
設
備
の
共
同
利
用
は
、
送
電
容
量

な
ど
の
問
題
も
あ
っ
て
難
し
く
、
新
た
に
敷
設
す
る
送
電
線
は
、
新
潟
電
気
と
福
島

県
と
を
連
絡
す
る
手
段
と
し
て
将
来
的
に
も｢

重
要
ノ
位
置
ヲ
為
ス｣

か
ら
新
設
す

べ
き
と
の
見
解
を
示
し
た
。
加
え
て
、
こ
こ
に
両
社
の
敵
対
的
な
関
係
が
作
用
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
最
後
の
⑤
に
関
し
て
は
、｢

勿
論
其
見
込

デ
契
約
ヲ
為
シ
タ
次
第｣

と
応
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
野
の
返
答
に
対
し
、
会
場

で
は｢

原
案
賛
成
異
議
ナ
シ
ノ
聲｣

が
上
が
り
、
八
田
も
ま
た｢

異
議
ア
リ
マ
セ
ヌ

カ
ラ
御
決
定
ヲ
願
マ
ス｣

と
矛
を
鞘
に
収
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
潟
電
気
の
株
主

総
会
は
、
合
併
契
約
書
を
原
案
通
り
に
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
し
た
こ
と
に
な
る

(

�)

。

中
野
専
務
の
説
明
に
あ
る
通
り
、
新
潟
電
気
は
、
発
電
所
の
新
設
と
比
較
し
た
場

合
、
経
営
資
源(

モ
ノ)

の
即
時
調
達
と
い
う
点
で
合
併
が
有
利
な
選
択
肢
で
あ
る

こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
ス
ピ
ー
ド
の〝

享
受〞

と
い
う
効
果

は
、
発
電
力
の
増
強
と
と
も
に
明
示
的
に
発
揮
さ
れ
た
と
言
え
る
。
同
時
に
、
奥
川

発
電
所
と
の
間
を
結
ぶ
送
電
線
路
工
事
は
合
併
直
後
に
着
手
さ
れ
、
一
九
二
四
年
五

月
期
に
は｢

大
部
分
ヲ
了
シ
一
部
変
更
ニ
関
ス
ル
指
令
ヲ
待
テ
落
成
セ
シ
メ
ン
ト
ス

ル
ノ
状
況｣

ま
で
進
展
し
、
同
年
六
月
二
一
日
に
落
成
、
同
日
使
用
開
始
の
運
び
と

な
っ
た

(

�)

。
こ
れ
を
も
っ
て
、
新
潟
電
気
は
、
自
ら
の
電
気
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

部
拡
充
で
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
２)

大
沼
電
灯

一
九
二
七
年
八
月

大
沼
電
灯
は
一
九
一
二
年
七
月
、
佐
藤
幸
左
衛
門
な
ど
二
〇
名
の
発
起
人
に
よ
り
、

福
島
県
大
沼
郡
高
田
町
を
は
じ
め
一
町
一
一
ヶ
村
に
対
し
、
電
力
・
電
灯
を
供
給
す

る
目
的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
当
初
、
自
前
の
電
源
を
保
有
せ
ず
、
会
津

電
力
か
ら
の
三
七
・
七
��
の
受
電
に
依
存
す
る
形
で
同
年
一
一
月
に
開
業
す
る
。
そ
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の
後
、
宮
川
発
電
所(

出
力
八
一
五
��)

を
建
設
し
、
供
給
能
力
の
強
化
を
図
っ
た

(

�)

。

大
沼
電
灯
は
、
社
長
に
中
野
四
郎
太
を
据
え
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
発
生
電
力
を
新

潟
電
気
で｢
消
化
す
べ
き
契
約｣

も
し
て
お
り
、
両
社
は
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い

た

(

�)

。新
潟
電
気
は
一
九
二
七
年
四
月
一
五
日
、
後
述
の
臨
時
株
主
総
会
で
大
沼
電
灯
と

の
合
併
承
認
の
決
議
を
得
、
直
後
の
一
九
日
、
逓
信
省
、
鉄
道
省
、
内
務
省
お
よ
び

福
島
県
に｢

必
要
ナ
ル
許
可
認
可
ノ
申
請｣

書
類
を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
認
可
が

契
約
の
期
日
で
あ
る
七
月
一
日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
日
に
ち
を
ズ
ラ
し
て

八
月
一
日
、
新
潟
電
気
に
よ
る
大
沼
電
灯
の
吸
収
合
併
が
実
現
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。
そ

の
狙
い
は
、
以
下
に
掲
げ
る｢

合
併
ノ
事
由
及
合
併
方
法
説
明
書｣

に
詳
し
い
。

史
料
４

(

�)

被
合
併
會
社
ハ
營
業
成
績
甚
ダ
不
良
ニ
シ
テ
最
近
ハ
無
配
當
ハ
勿
論
甚
シ
キ

ハ
缺
損
ヲ
生
ズ
ル
ガ
如
キ
状
態
ニ
ア
リ
、
而
シ
テ
之
ガ
展
開
策
ヲ
講
ゼ
ン
ト
ス

ル
モ
、
供
給
區
域
狭
少
ニ
シ
テ
大
需
用
ヲ
喚
起
シ
得
ン
ト
ス
ル
ニ
當
リ
テ
モ
、

其
發
生
電
力
ハ
擧
ゲ
テ
自
社
供
給
區
域
以
外
ニ
賣
却
シ
併
セ
テ
工
事
資
金
ノ
調

達
ヲ
モ
他
ノ
援
助
ヲ
受
ケ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ガ
如
キ
状
態
ナ
リ
、
之
ニ
反
シ
テ

合
併
會
社
ハ
相
當
廣
汎
ニ
亘
ル
供
給
區
域
ヲ
有
シ
需
用
増
加
ノ
状
勢
モ
極
メ
テ

順
調
ニ
シ
テ
益
電
源
ノ
充
實
ヲ
計
ル
必
要
ア
リ
、
加
之
資
金
潤
澤
ニ
シ
テ
營
業

成
績
モ
相
當
良
好
ナ
リ
、
今
被
合
併
會
社
ヲ
併
合
シ
事
業
一
切
ノ
繼
承
ト
共
ニ
、

前
記
大
川
筋
ノ
水
利
使
用
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
バ
、
現
在
合
併
會
社
ガ
水
利

權
讓
受
並
ニ
一
切
ノ
權
利
義
務
繼
承
ノ
手
續
中
ナ
ル
大
戸
發
電
所
ノ
工
事
ニ
引

續
キ
施
工
セ
バ
、
最
モ
便
利
低
廉
ニ
一
切
ヲ
遂
行
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
、
又
合
併
ニ

依
リ
經
費
ノ
節
約
資
金
運
用
ヲ
良
化
シ
、
數
年
來
利
益
ヲ
得
ザ
リ
シ
被
合
併
會

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

社
ノ
株
主
モ
合
併
後
ハ
確
實
ナ
ル
利
益
配
當
ノ
保
證
ヲ
得
タ
ル
ガ
如
キ
結
果
ト

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ナ
リ
、
兩
社
何
レ
ヨ
リ
ス
ル
モ
有
益
ノ
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
ニ
因
ル(

傍
点
＝
引

・
・

用
者)

こ
の
史
料
か
ら
は
、
当
事
者
が
、
大
沼
電
灯
の
経
営
不
振
と
そ
の
打
開
の
困
難
さ

と
、
新
潟
電
気
の
潤
沢
な
資
金
と
良
好
な
業
績
と
い
う
対
照
的
な
経
営
状
態
を
強
く

意
識
し
、
両
社
の
合
併
に
よ
り
、
前
者
の
発
電
所
工
事
を
後
者
が
引
継
ぐ
こ
と
で
、

そ
の
効
率
的
な
遂
行
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
上
で
、

経
営
の
合
理
化
を
進
め
れ
ば
、
大
沼
電
灯
の
株
主
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
点
を
強
調

し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
新
潟
電
気
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
け
る
中
野
四
郎
太
専
務
の
説
明
か
ら
、

発
電
所
工
事
の
内
容
を
見
て
お
く
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
沼
電
灯
は
、
新
潟
電
気
と

高
田
鉱
業
が
共
同
で
経
営
す
る
大
戸
発
電
所
を
建
設
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
発
電
所

の
下
流
大
川
筋
に
発
電
所
を
建
設
す
る
計
画
を
立
て
て
も
い
た
。
新
潟
電
気
が
、
こ

の
発
生
電
力
を
購
入
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、｢

此

際
一
層
兩
會
社
ヲ
合
併
シ
テ
總
テ
ノ
經
營
ヲ
統
一
シ
タ
方
ガ
便
利｣

と
考
え
た
の
で

あ
る

(

�)

。
要
す
る
に
、
同
社
の
狙
い
は
、
大
沼
電
灯
の
工
事
中
あ
る
い
は
計
画
中
の
発

電
所
の
獲
得
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
両
社
が
一
九
二
六
年
二
月
一
八
日
に
電
力
需
給
契
約
を
結
ん
で

い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
契
約
は
、
大
沼
電
灯
が
、
大
川
筋
の
水
利
使
用
の
許
可
を

受
け
た
時
に
は
、
新
潟
電
気
に
対
し
て
発
生
電
力
を
供
給
す
る
こ
と(

第
一
条)

、

発
電
所
工
事
は
二
年
半
以
内
に
完
成
さ
せ
る
こ
と(

第
二
条)

、
電
力
は
最
大
三
〇

〇
〇
��
な
い
し
五
〇
〇
〇
��
と
す
る
こ
と(

第
六
条)

、
電
力
の
受
給
期
間
は
受
渡

開
始
の
日
か
ら
満
三
〇
年
間
で
あ
り
、
期
間
満
了
後
は
両
社
の
協
議
に
よ
り
伸
長
も
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可
能
で
あ
る
こ
と(

第
一
一
条)

な
ど
を
定
め
て
い
た

(

�)

。
そ
し
て
、
こ
の
契
約
を
契

機
に
、
新
潟
電
気
は
東
京
電
灯
か
ら
の
電
力
購
入
を
取
り
や
め
た
と
見
ら
れ
る
。

一
九
二
七
年
四
月
一
五
日
に
開
か
れ
た
大
沼
電
灯
の
臨
時
株
主
総
会
で
は
、
支
配

人
の
佐
藤
柳
太
郎
が
合
併
契
約
書
を
朗
読
し
た
の
に
続
き
、
田
代
與
三
久
取
締
役

(

議
長)

が
、
そ
の
内
容
を｢

當
社
ト
シ
テ
モ
、
又
當
會
社
ノ
株
主
ト
シ
テ
モ
寧
ロ

有
利
ナ
ル
條
件
デ
ア
ル
ト
信
ジ
マ
ス｣

と
述
べ
て
、
承
認
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
、

株
主(

渡
邊
幸
作)

は
九
対
四
と
い
う
合
併
比
率

(

�)

の｢

計
算
上
ノ
根
據
ニ
付
大
體
ノ

御
説
明
ヲ
願
ヒ
タ
イ｣

と
発
言
し
て
い
る
。
こ
の
質
問
を
受
け
て
、
田
代
取
締
役
は
、

自
社
の
長
期
に
亘
る
無
配
と
赤
字
計
上
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
説
明
し
、
合
併

比
率
は
自
社
の
資
産
評
価
と
、
新
潟
電
気
の｢
資
産
状
態
、
株
式
ノ
時
價
及
利
益
配

當
等｣

を
比
較
し
た
結
果
で
あ
り
、｢

適
當
ナ
リ
ト
認
メ｣

ら
れ
る
と
答
え
た
。
議

論
は
そ
れ
以
上
発
展
し
な
か
っ
た
か
ら
、
株
主
は
こ
の
説
明
で
一
応
納
得
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
合
併
条
件
の
公
正
性
に
関
心
を
示
し
た
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
た
だ
、

｢

吾
々
株
主
ト
シ
テ
ハ
可
成
早
ク
合
併
ヲ
希
望
ス
ル｣

と
い
う
株
主(
小
澤
八
郎)

の
意
見
も
あ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
改
善
が
期
待
で
き
な
い
大
沼
電
灯
の
株
主
を

続
け
る
よ
り
も
、
新
潟
電
気
の
株
主
に
な
っ
た
方
が
有
利
と
の
思
惑
も
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る

(

�)

。

大
沼
電
灯
の
計
画
し
て
い
た
発
電
所
は
手
掛
か
り
に
乏
し
い
た
め
、
こ
の
合
併
の

効
果
、
す
な
わ
ち
同
社
か
ら
の
受
電
と
当
該
発
電
所
の
内
部
化
を
比
較
し
、
後
者
の

有
利
性
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
新
潟
電
気
に
と
っ
て
、
経
営

状
態
の
良
好
で
な
い
企
業
と
の
電
力
取
引
よ
り
も
、
自
社
の
発
電
所
と
し
て
運
転
し

た
方
が
供
給
面
で
の
安
定
性
を
増
し
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
他
方
、
同
社
は
合

併
後
、
配
当
を
継
続
し
た
か
ら
、
大
沼
電
灯
の
株
主
は
金
銭
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

３)

日
本
電
気
工
業

一
九
二
八
年
三
月

新
潟
電
気
は
一
九
二
四
年
一
二
月
、
高
田
鉱
業
と
の
間
で
、
福
島
県
南
会
津
郡
大

川
筋
の
大
川
発
電
所
建
設
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
れ
は
、
高

田
鉱
業
が
大
川
筋
の
水
利
使
用
権
を
提
供
し
、
新
潟
電
気
は
工
事
を
担
当
す
る
、
同

発
電
所
が
落
成
し
た
時
に
、
前
者
は
こ
の
水
利
権
を
後
者
に
譲
渡
す
る
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。
日
本
電
気
工
業(

以
下
で
は
適
宜
、
日
本
電
工
と
略
す)

は
二
六
年
九

月
、
そ
う
し
た
契
約
に
基
づ
き
大
川
発
電
所
と
新
潟
市
の
火
力
発
電
所
に
関
連
す
る

工
事
を
請
け
負
う
目
的
で
、
両
社
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

(

�)

。
新
潟
電
気
は
、

日
本
電
工
の
株
式
の
四
二
・
九
％
を
保
有
す
る
筆
頭
株
主
で
あ
り
、
か
つ
役
員
兼
任

の
面
で
も
極
め
て
密
接
な
関
係
を
形
成
し
て
い
た

(

�)

。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
合
併
の
目
的
は
、
新
潟
電
気
が
上
記
の
水
利
権
を
継
承
し
た

た
め

(

�)

、
日
本
電
工
を｢

分
立
シ
置
ク
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ザ
ル
ニ
至
レ
ル｣

と
い
う
点
に

あ
り

(

�)

、
一
九
二
七
年
一
二
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
両
社
の
臨
時
株
主
総
会
で
は
、

と
も
に｢

異
議
ナ
ク
、
承
認｣

さ
れ
た

(

	)

。
た
だ
、
新
潟
電
気
の
場
合
、
株
主(

大
森

新
太
郎)

が
、
合
併
契
約
書
の
全
条
項
の
承
認
に
賛
成
し
な
が
ら
も
、
二
つ
の
点
に

疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
合
併
後
の｢

計
算
ニ
影
響
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
、
換

言
ス
レ
バ
其
利
益
率
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
變
更
ヲ
來
ス
コ
ト
ナ
キ
ヤ｣

と
い
う
点
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
新
潟
電
気
の
保
有
す
る
日
本
電
工
株
式
を
ど
う
処
理
す
る
の
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
つ
い
て
、
中
野
四
郎
太
専
務
は
、
大
川
発
電
所
の
落
成
に

伴
い
、
東
京
電
灯
か
ら
の
受
電
に
掛
か
る
年
間
四
〇
万
円
以
上
の
電
力
料
金
と
、
現

在
運
転
中
の
火
力
発
電
所
の
コ
ス
ト
と
い
う｢

二
大
費
目｣

が｢

無
ク
テ
濟
ム｣

こ

と
を
理
由
に
挙
げ
、｢

會
社
ノ
計
算
利
益
率
ノ
低
下
等
ハ
萬
々
無
キ
モ
ノ
ト
確
信
シ

テ
居
リ
マ
ス｣
と
答
え
た
。
次
に
、
二
つ
目
の
質
問
に
は｢

近
ク
案
ヲ
立
テ
テ
株
主

諸
君
ノ
御
賛
成
ヲ
得
タ
イ｣

と
述
べ
る
に
止
ま
っ
た
が
、
こ
の
点
は
次
節
で
詳
し
く
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検
討
す
る
。
以
上
の
や
り
取
り
か
ら
は
、
株
主
が
、
配
当
や
株
価
に
影
響
す
る
収
益

性
の
悪
化
に
懸
念
を
示
し
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
株
主
は
そ
う
し
た
論

点
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、｢

只
今
ノ
中
野
專
務
ノ
御
説
明
デ
滿
足
デ
ア
リ
マ
ス｣

と
引
き
下
が
っ
て
い
る

(

�)

。

新
潟
電
気
は
一
九
二
八
年
三
月
一
九
日
、
日
本
電
工
の
合
併
を
決
行
し
た

(

�)

。
大
川

発
電
所
と
関
係
送
電
線
路
は
二
八
年
五
月
に
落
成
、
同
月
二
七
日
に
逓
信
省
の
検
査

を
パ
ス
し
、
二
九
日
に
仮
使
用
許
可
証
の
下
付
を
得
て
、｢

自
己
発
電
力
ハ
約
倍
加

シ
完
全
ニ
自
給
自
足
ノ
域
ニ
入
リ
タ
ル
モ
ノ｣

に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
た

(

�)

。
要
す
る

に
、
こ
の
合
併
は
、
既
定
路
線
に
沿
っ
た
経
営
行
動
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
新
潟
電

気
の
供
給
能
力
の
拡
充
に
寄
与
し
た
と
評
価
で
き
よ
う

(

�)

。

４

統
制
手
段
と
し
て
の
合
併

前
節
で
取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
は
、
い
ず
れ
も
同
業〝

他
社〞
の
合
併
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
行
為
を
成
長
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
わ
け
で
あ
る
。
翻
っ

て
、
こ
の
節
で
対
象
と
す
る
新
潟
電
気
証
券
は
、〝

産
業
持
株
会
社

(

�)〞

で
あ
っ
て
、

電
力
企
業
で
は
な
い
。
た
だ
、
統
制
手
段
の
一
つ(

一
段
階)

と
し
て〝

産
業
持
株

会
社〞

と
の
合
併
を
構
想
し
た
の
は
新
潟
電
気
の
経
営
者
で
あ
り
、
ま
た
、
当
時
の

電
力
統
制
問
題
と
も
直
接
関
係
す
る
と
い
う
点
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
た
め
、
本
節

で
多
少
詳
し
く
検
証
し
た
い
。

(

１)

新
潟
電
気
証
券
の
設
立

一
九
二
八
年
三
月

設
立
の
狙
い

一
九
二
八
年
二
月
四
日
開
催
の
新
潟
電
気
の
取
締
役
会
で
は
、
新
潟
電
気
証
券
を

設
立
し
、
自
己
保
有
の
日
本
電
気
工
業
株
式
六
万
株
な
ど
有
価
証
券
の
一
部
を
売
却

す
る
と
同
時
に
、
新
潟
電
気
が
新
潟
電
気
証
券
の
株
式
五
万
九
八
五
〇
株
を
引
き
受

け
る
こ
と
を
審
議
し
た
。
こ
の
方
策
は
、
前
節
で
触
れ
た
日
本
電
工
と
の
合
併
に
際

し
、
株
主
が
発
し
た
二
つ
目
の
質
問
に
解
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
自
己
株
式

の
取
得
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
合
併
に
伴
っ
て
新
潟
電
気
株
式
に
な
る
日
本
電
工

株
式
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
株
式
の
取
得
は
、
取
締
役
に
よ
る
不
当

な
株
価
の
相
場
操
縦
の
お
そ
れ
な
ど
の
理
由
か
ら
商
法(

二
一
〇
条)

で
原
則
禁
止

と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

新
潟
電
気
証
券
の
設
立
と
同
社
に
対
す
る
株
式
売
却
と
い
う
原
案
に
つ
い
て
、
取

締
役
会
で
強
い
異
議
は
唱
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
二
名
の
発
言
を
確
認
で
き
る
。

先
ず
、
浅
川
文
吉
監
査
役
か
ら
は
、
株
式
を｢

何
程
ノ
價
格
デ
新
設
會
社
ニ
賣
渡
サ

ル
ル
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
カ｣

と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
飯
村
俊
二
常

務
は
次
の
よ
う
に
応
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
電
工
は
、
最
後
の
払
込
金
一
二
円
五

〇
銭
を
徴
収
す
る
予
定
で
、｢

近
キ
将
來｣

に
五
〇
円
全
額
払
込
株
式
に
な
る
。
他

方
、
新
潟
電
気
の
株
価
は
六
〇
円
五
〇
銭
く
ら
い
だ
か
ら
、
売
却
額
は
五
〇
円
払
込

株
式
の
場
合
に
五
八
円
が｢

至
当｣

で
あ
り
、
三
七
円
五
〇
銭
払
込
株
式
の
場
合
は

四
五
円
五
〇
銭
で｢

取
引
ス
ル
考
ヘ
デ
ア
リ
マ
ス｣

と
。
こ
の
応
答
を
得
て
、
浅
川

監
査
役
は
、
そ
の
株
価
だ
と
一
株
八
円
、
六
万
株
だ
と
四
八
万
円
の
利
益
を
生
む
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
つ
も
り
か
と
質
問
を
重
ね
た
。
こ
の

点
に
関
す
る
飯
村
常
務
の
返
答
は
、｢

此
利
益
ハ
社
外
ニ
放
出
ス
可
キ
性
質
ノ
モ
ノ

デ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
是
レ
ハ
大
川
發
電
所
關
係
工
事
ニ
対
ス
ル
總
係
費
ノ
銷
却
ニ

充
當
ス
ル
考｣

え
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。

次
い
で
、
田
代
與
三
久
取
締
役
が
、
新
潟
電
気
証
券
に
移
管
す
る
予
定
の
新
潟
電

気
株
式
は｢

永
久
ニ
證
券
會
社
ニ
於
テ
所
有
ス
ル
事
モ
出
來
マ
ス
マ
イ
ガ
、
何
程
ノ
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價
格
ニ
賣
出
ス
意
見
デ
ア
リ
マ
ス
カ｣

と
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
野
四

郎
太
専
務
は
、
株
式
売
却
に
よ
る
資
金
は
、
借
入
金
の
返
済
に
充
当
す
る
予
定
で
あ

り
、
価
格
は｢
借
入
金
利
率
ニ
近
キ
程
度｣

に
し
た
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
よ
り

具
体
的
に
は
、
借
入
利
子
を
七
朱
、
自
社
の
配
当
率
を
一
割
二
分
と
設
定
し
た
場
合
、

五
〇
円
払
込
株
式
一
株
当
た
り
八
五
円
程
度
で
売
却
し
て
借
入
の
返
済
に
充
て
る
と

｢

會
社
ト
シ
テ
損
益
ノ
ナ
イ
結
果｣

に
な
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
株
式
売
却
ま
で
の

間
に
、
あ
る
い
は｢

會
社
經
營
策
ノ
上
ニ
於
テ
有
力
ナ
ル
株
主
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
等
ノ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

場
合
モ
ア
ル
可
ク
右
ノ
理
屈
ノ
通
リ
ニ
モ
行
カ
ナ
イ
場
合
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ｣
(

傍

点
＝
引
用
者)

と
断
り
な
が
ら
、
七
五
円
以
下
で
は
売
却
し
な
い｢

見
込
ミ｣

で
あ

る
と
言
明
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。
こ
こ
で
は
、
傍
点
を
付
し
た｢

有
力
ナ
ル
株
主｣

と
い

う
言
葉
に
注
目
し
て
お
く
が
、
実
際
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
次
項
で
明
ら
か
に
な

る
。以

上
の
よ
う
な
取
締
役
会
の
議
論
を
経
て
、
株
主
か
ら
も
異
議
な
く
承
認
を
受
け

た
上
で

(

�)

、
新
潟
電
気
証
券
は
一
九
二
八
年
三
月
八
日
、
資
本
金
三
〇
〇
万
円
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

定
款
と
経
営
の
実
態

『

定
款』

に
よ
れ
ば
、
新
潟
電
気
証
券
の
目
的
は｢

電
氣
及
ビ
鐵
道
並
ニ
之
レ
ニ

關
聯
ス
ル
工
業
又
ハ
運
輸
業
、
若
ク
ハ
販
賣
業
ヲ
營
ム
會
社
ノ
株
式
並
ニ
社
債
ヲ
取

得
、
處
分
及
之
レ
ニ
附
帯
ス
ル
業｣

と｢

前
項
種
類
ノ
株
式
會
社
ノ
發
起
人
ト
ナ
ル

事｣

と
い
う
二
つ
の
事
業
の
経
営
と
定
め
ら
れ
た(

第
二
条)

。
こ
の
事
業
目
的
か

ら
、
同
社
を〝

産
業
持
株
会
社〞

と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、｢

當
會
社
ノ

株
式
ハ
取
締
役
會
ノ
同
意
ヲ
經
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
賣
買
讓
渡
ヲ
爲
ス
事
ヲ
得
ズ｣

(

第
八
条)

と｢

取
締
役
及
監
査
役
ハ
拾
株
以
上
ヲ
有
ス
ル
株
主
ニ
シ
テ
新
潟
電
氣

株
式
會
社
ノ
取
締
役
及
監
査
役
タ
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
株
主
總
會
ニ
於
テ
是
レ
ヲ
選
任
ス｣

(

第
二
二
条)

い
う
条
項
に
目
を
向
け
た
い

(

�)

。
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
中
野
専
務
が
新

潟
電
気
の
株
主
総
会
で
、
新
潟
電
気
証
券
は｢

當
會
社
ノ
事
業
ノ
一
部
ヲ
担
當
ス
ル

モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
總
テ
當
會
社
ノ
支
配
下
ニ
置
ク
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス｣

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
説
明
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る

(

�)

。
換
言
す
れ
ば
、
新
潟
電
気
証
券
は
、
新
潟
電

気
株
式
の
大
半
を
保
有
す
る
と
同
時
に
、
新
潟
電
気
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

株
式
を
所
有
さ
れ
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
で
経
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
初
、
日
本
電
工
株
式
の
処
理
策
と
し
て
企
図
さ
れ
た
新
潟
電
気
証
券
は
、
親
会

社
で
あ
る
新
潟
電
気
の｢

安
定
株
主｣

と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
推

測
さ
れ
る

(

�)

。
し
か
し
、
そ
の
存
続
期
間
は
極
め
て
短
く
、
そ
れ
は
同
時
代
に
活
発
に

論
じ
ら
れ
た
電
力
統
制
と
い
う
要
因

が
作
用
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
合
併
直
前
の
一
九
二
九

年
二
月
一
三
日
な
い
し
は
二
八
年
下

期
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
新
潟
電
気

証
券
の
経
営
状
態
を
見
て
お
こ
う
。

先
ず
、
同
社
の
資
産
の
ほ
と
ん
ど
は

有
価
証
券
で
あ
り
、
負
債
は
資
本
金

と
新
潟
電
気
勘
定
の
合
計
で
九
五
・

五
％
に
も
及
ぶ(

表
７)

。
表
８
に

よ
る
と
、
会
津
電
力
な
ど
の
株
式
も

あ
る
が
、
保
有
有
価
証
券
の
九
〇
％

以
上
を
新
潟
電
気
株
式
が
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
株
式
は
、
東
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表７ 新潟電気証券の貸借対照表－1929年２月13日現在－

資産勘定 負債勘定
有価証券 4�210�237 資本金 3�000�000
仮払金 10�000 法廷積立金 5�700
金銀有高 33 新潟電気勘定 1�031�017

前期繰越金 4�954
純益金 178�599

合 計 4�220�270 合 計 4�220�270

資料) 新潟電気株式会社・新潟電気証券株式会社 ｢追申書｣
1929年５月25日の添付資料 ｢説明書｣ 『新潟電鉄』 より
作成｡

単位；円



邦
証
券
保
有
に
売
約
済
な
い
し
は

合
併
後
に
新
潟
電
気
へ
引
継
ぐ
と

さ
れ
た
点
も
目
を
引
く(

後
述)

。

他
方
、
二
八
年
下
期
の
損
益
計
算

に
つ
い
て
は
、
収
入
が
株
式
配
当

金
及
び
利
子
の
一
四
万
八
三
七
二

円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
支
出
は

雑
費(

一
五
〇
円)

と
利
息(

三

万
五
七
二
〇
円)

の
合
計
三
万
五

八
七
〇
円
に
過
ぎ
ず
、
差
引
一
一

万
二
五
〇
二
円
も
の
利
益
を
計
上

し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く

と
も
こ
の
決
算
期
の
業
績
は
良
好

・
・
・
・
・
・

で
あ
っ
た
と
言
え
る

(

�)

。

(

２)

新
潟
電
気
証
券
の
合
併

一
九
二
九
年
三
月

東
北
地
方
の
電
力
統
制
案

新
潟
電
気
は
、
な
ぜ
設
立
間
も

な
い
新
潟
電
気
証
券
を
合
併
し
た

の
か
。
こ
の
問
い
に
接
近
す
る
に

は
、
東
北
地
方
の
電
力
統
制
案
の

検
討
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
の
内
容
は
、
一
九
二
九
年
三

月
二
八
日
開
催
の
新
潟
電
気
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
け
る
中
野
四
郎
太
専
務(

議
長)

の
説
明
か
ら
判
明
す
る

(

�)

。
中
野
専
務
は
先
ず
、
当
時
の
電
力
業
の
状
況
は
、
各
社
が

従
来
の
よ
う
に
単
独
で
経
営
を
続
け
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
す
る
。
同
時
に
、
東
京

電
灯
を
は
じ
め
Ｍ
＆
Ａ
を
駆
使
し
て
規
模
を
拡
大
し
た
電
力
企
業
に
つ
い
て
は
、
結

果
か
ら
見
れ
ば｢

良
好
ナ
ル
現
象
ト
ハ
肯
定
シ
難
イ｣

と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

企
業
規
模
が
余
り
に
も
過
大
と
な
っ
た
た
め
に｢

經
營
者
ノ
管
理
指
揮
ガ
不
徹
底
ト

ナ
リ
、
結
局
對
策
方
針
ニ
誤
リ
ヲ
生
ジ｣

た
点
を
挙
げ
る
。
そ
れ
に
代
え
て
、
彼
は
、

資
本
金
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
万
円
、
供
給
電
灯
数
五
〇
〜
七
〇
万
灯
を｢

一
單
位｣

と
し
、
小
規
模
な
県
は
一
社
、
新
潟
県
な
ど
大
規
模
な
そ
れ
は
二
社
な
い
し
三
社
を

限
度
と
し
て
、
当
該
電
力
企
業
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
う
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
規
模
で
あ
れ
ば
、｢

會
社
内
部
ノ
整
理
モ
行
届
キ
サ
ー
ビ
ス

モ
相
當
程
度
ト
思
ハ｣

れ
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
と
は
い
え
、
資
金
調
達
と
電
力
融
通
の

面
か
ら
見
る
と｢

如
斯
資
本
規
模
デ
ハ
小
サ
キ
ニ
失
ス
ル
ト
思
ハ
レ
ル｣

の
で
、

｢

各
會
社
ノ
聯
盟
ノ
統
制
機
關
ニ
依
ツ
テ
足
ラ
ザ
ル
ヲ
補
フ
ベ
キ
ガ
最
上
策｣

と
主

張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
電
力
統
制
案
の
合
理
性
と
実
現
性
に
関
し
て
は
議
論
の
余
地
を
残
す
が

(

�)

、

と
も
か
く
中
野
専
務
は
一
九
二
八
年
春
以
降
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
携
え
て
、
東
邦
電
力

の
松
永
安
左
エ
門
と｢

度
々
會
見
シ
意
見
ノ
交
換
ヲ
試
ミ｣

た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、

両
者
は
同
年
一
二
月
か
ら
具
体
的
な
交
渉
に
入
り
、
二
九
年
二
月
、
東
京
で
統
制
機

関
と
な
る｢

北
部
證
券｣

の｢

大
綱
領｣

を
決
定
、
三
月
一
〇
日
に
正
文
作
成
と
調

印
に
至
り
、
二
九
年
中
に
は
設
立
の
予
定
を
立
て
る
ま
で
話
を
進
め
た
。
具
体
的
な

内
容
を
下
記
に
示
し
て
お
く
。
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表８ 新潟電気証券の有価証券保有 単位；円､ 株
銘 柄 株 数 払込額／額面 売約単位 売却額 備 考

新潟電気 64�363 50 60 3�861�780 東邦証券保有へ売約済
名古屋紡績 2�250 50 27 60�750 東邦証券保有へ売約済
富士製鋼 166 50 10 1�660 東邦証券保有へ売約済
甲□号５分利公債 20�000 18�317 東邦証券保有へ売約済
第４回新潟県農工債券(６分利) 200 190 東邦証券保有へ売約済
会津電力 1�813 50 80 145�040 合併と同時に新潟電気へ引継ぐもの
昭和肥料 9�800 13 13 122�500 合併と同時に新潟電気へ引継ぐもの
資料) 新潟電気株式会社・新潟電気証券株式会社 ｢追申書｣ 1929年5月25日の添付資料 ｢説明書｣ 『新潟電鉄』 より

作成｡
注) １. 債券は額面の金額である｡

２. 合計金額は表７の ｢有価証券｣ 欄と同じく421万237円となる｡



史
料
５

(

�)

其
統
制
機
關
組
織
内
容
ハ
東
北
電
業
界
各
社
ノ
爲
ニ
北
部
證
券
會
社
ナ
ル
社

名
ヲ
以
テ
、
聯
盟
加
入
ノ
各
會
社
及
中
央
資
本
勢
力
ノ
出
資
ヲ
以
テ
成
立
セ
シ

メ
、
聯
盟
各
社
ノ
株
式
ノ
相
當
數
ヲ
所
有
シ
相
互
ニ
結
合
ス
ル
コ
ト
ニ
致
シ
、

尚
聯
盟
各
社
ノ
代
表
技
術
者
及
之
ニ
中
央
ノ
技
術
者
ヲ
加
ヘ
タ
聯
盟
技
術
會
議

ヲ
證
券
會
社
内
ニ
設
ケ
マ
シ
テ
、
各
社
ノ
技
術
及
電
力
統
制
會
議
ヲ
開
催
シ
、

此
決
議
ニ
基
キ
マ
シ
テ
各
社
ヲ
技
術
的
ニ
統
制
致
シ
マ
ス
、
斯
様
ニ
致
シ
マ
シ

・
・
・
・
・
・

タ
ナ
ラ
バ
資
本
及
技
術
的
ノ
結
合
即
チ
會
盟
加
入
會
社
ノ
金
融
技
術
力
等
ノ
融

通
問
題
ヲ
解
決
ス
ル
梃
子
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス(

傍
点
＝
引
用
者)

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
中
野
専
務
は
、
東
北
地
方
の｢

聯
盟
加
入｣

企
業
の
み
な

ら
ず｢

中
央｣

の
電
力
企
業
の
出
資
も
募
っ
て
、
北
部
証
券
と
い
う
名
称
の〝

産
業

持
株
会
社〞

を
設
立
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
北
部
証
券
の
内
部
に｢

技
術
會
議｣

を

設
置
し
、
そ
こ
で
の
決
議
に
よ
っ
て
各
社
を
技
術
的
に
統
制
す
る
狙
い
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
傍
点
を
付
し
た｢

技
術
的
ニ
統
制｣

の
意
味
は
明
確
で
な
い

が
、
彼
は
、
そ
う
し
た
形
態
で
の
企
業
結
合
が
、
金
融
、
技
術
お
よ
び
電
力
融
通
の

問
題
を
解
決
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
野
は｢

吾
人
ノ
理
想
カ
ラ
申

シ
マ
ス
レ
バ
是
丈
ケ
ノ
統
制
機
關
丈
ケ
デ
ハ
満
足
ノ
頂
點
ニ
到
達
セ
リ
ト
ハ
申
サ
レ

ヌ｣

と
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
な
構
想
を
展
開
し
た
。

史
料
６

(

�)

北
部
證
券
ノ
外
ニ
南
部
證
券
或
ハ
何
々
證
券
ト
称
ス
ル
地
方
統
制
機
關
ヲ
設

ケ
、
更
ニ
糾
合
統
制
ス
ル
最
高
統
制
機
關
タ
ル
中
央
證
券
會
社
ヲ
設
立
致
シ
マ

シ
テ
地
方
證
券
ニ
出
資
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
又
同
時
ニ
中
央
證
券
ノ
株
式
ヲ
地
方
證

券
ニ
所
有
セ
シ
メ
、
而
シ
テ
中
央
證
券
ノ
株
主
ニ
ハ
中
央
資
本
家
及
外
國
金
融

ト
ラ
ス
ト
ヲ
モ
參
加
セ
シ
メ
マ
シ
テ
階
段
的
ニ
世
界
ノ
事
業
及
金
融
ト
吾
々
ノ

事
業
ト
ヲ
聯
携
セ
シ
メ
ト
ス
ル
方
策
ニ
及
ビ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

こ
の
史
料
が
示
す
通
り
、
中
野
専
務
は
、
証
券
会
社
の
名
称
を
持
つ
統
制
機
関≒

〝

産
業
持
株
会
社〞

を
各
地
方
で
設
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
中
央

機
関
の
創
設
を
も
企
図
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
松
永
安
左
エ
門
が
、
電
力
統
制
の
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
米
国
の
例
を
引
き
つ
つ
解
説
を
加
え
た｢

電
氣
事
業
持
株
會
社｣

を
具
体
化
し
た
構
想
に
近
い
。
松
永
は
、
そ
の
特
質
と
し
て
、
①
競
争
の
排
除
、
②

資
金
調
達
の
容
易
化
、
③
所
要
機
材
の
安
価
な
調
達
、
④
事
業
リ
ス
ク
の
分
散
、
⑤

有
能
な
人
材
の
獲
得
、
⑥
電
気
の｢

普
遍
的
供
給｣

の
六
つ
を
挙
げ
る
。
こ
の
う
ち

②
と
③
は
、
バ
イ
イ
ン
グ
パ
ワ
ー
の
発
揮
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
ら
の
点

に
関
す
る
立
ち
入
っ
た
検
討
は
、
本
稿
の
守
備
範
囲
を
超
え
て
い
る
が

(

�)

、
電
力
業
に

お
い
て
、
持
株
会
社
を
通
じ
た
産
業
統
制
が
リ
ア
ル
な
選
択
肢
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
松
永
自
身
は
一
九
二
九
年
時
点
で
、
そ
う
し
た
持
株
会

社
は｢

未
だ
其
發
達
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
、
其
電
氣
事
業
に

對
す
る
活
躍
並
に
貢
献
は
將
來
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
刻
々
其
の
重
要
性
を
増

す
状
態
に
あ
る
こ
と
は
疑
な
き
處
で
あ
る｣

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た

(

�)

。
だ
か
ら

こ
そ
、
松
永
は
、
中
野
の〝

北
部
証
券
構
想〞

に
興
味
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

新
潟
電
気
証
券
の
合
併

北
部
証
券
の
設
立
ま
で
の
間
、
と
り
あ
え
ず
東
邦
証
券
保
有
が
統
制
機
関
の
役
割

を
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日
、
新

潟
電
気
、
新
潟
電
気
証
券
お
よ
び
東
邦
証
券
保
有
の
三
社
間
で
契
約
書
が
調
印
さ
れ
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た
。
そ
れ
は
次
の
一
文
か
ら
始
ま
る
。

史
料
７

(
�)

電
氣
事
業
ノ
將
來
ハ
其
技
術
ノ
進
歩
ト
需
用
状
況
ノ
變
化
ニ
伴
ヒ
、
且
ツ
世

情
ノ
變
遷
ト
ニ
依
リ
従
來
ノ
如
ク
孤
立
ヲ
許
サ
ゞ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
即
同
業
隣
接

相
助
ケ
經
營
ノ
全
般
ニ
亘
リ
聯
絡
ヲ
保
チ
以
テ
時
勢
ニ
對
應
シ
テ
斯
業
ノ
完
全

ナ
ル
發
達
ヲ
期
セ
サ
ル
可
ラ
ス
、
茲
ニ
見
ル
處
ア
リ
同
業
聯
携
ノ
機
關
タ
ル
東

邦
證
券
保
有
株
式
會
社
ヲ
通
シ
以
テ
如
述
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
ト
シ
、
東
邦
證

券
保
有
株
式
會
社
ヲ
甲
ト
シ
新
潟
電
氣
株
式
會
社
ヲ
乙
ト
シ
新
潟
電
氣
證
券
株

式
會
社
ヲ
丙
ト
シ
テ
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス

同
業
者
間
の
連
携
の
必
要
性
を
訴
え
た
こ
の
文
章
に
続
け
て
、｢

契
約
書｣

は
第

一
条
で
、
新
潟
電
気
証
券
が
一
九
二
九
年
五
月
二
五
日
ま
で
に
三
六
〇
万
円
の
増
資

を
行
い
、
こ
の
増
資
株
式
を
東
邦
証
券
保
有
が
額
面
で
引
き
受
け
る
と
定
め
た
。
続

け
て
、
新
潟
電
気
が
同
年
三
月
二
九
日
に
、
所
有
す
る
新
潟
電
気
証
券
株
式(

五
〇

円
払
込
済)

五
万
九
八
五
〇
株
を
一
株
五
五
円

(

�)

で
東
邦
証
券
保
有
に
譲
渡
す
る
こ
と

(

第
二
条)

、
新
潟
電
気
と
新
潟
電
気
証
券
は
合
併
契
約
を
実
行
に
移
す
た
め
、
株
主

総
会
を
開
い
て｢

誠
意
ヲ
以
テ
其
進
行
ヲ
図
ル
可
キ
モ
ノ
ト｣

す
る
こ
と(

第
三
条)

を
定
め
た

(

�)

。

こ
の
う
ち
第
一
条
に
関
し
て
は
、
新
潟
電
気
が｢

東
邦
証
券
保
有
に
対
し
て
援
助

肩
代
り
を
求
め｣

た
と
の
回
顧
が
な
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
一
方
で
、
新
潟
電
気
は
、
こ
の

増
資
に
つ
い
て
、｢

東
北
同
業
聯
盟｣

の｢

主
催
會
社(

東
邦
証
券
保
有
な
い
し
は

東
邦
電
力
＝
引
用
者)

ニ
相
当
ノ
株
式
ヲ
所
有
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
提

供
株
式
ヲ
作
ル｣

た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た

(

�)

。
い
ず
れ
の
解
釈
が
正
し
い
の
か

と
い
う
点
を
検
証
す
る
材
料
は
手
元
に
な
い
が
、
少
な
く
と
も
新
潟
電
気
側
に〝

助

け
て
も
ら
う〞

と
い
う
認
識
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も〝

主
体
的
に〞

東
北
地
方
の
電

力
統
制
に
コ
ミ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
て
取
れ

る
。な

お
、
中
野
専
務
は
株
主
総
会
で
、
新
潟
電
気
証
券
保
有
の
新
潟
電
気
株
式(

約

六
万
四
三
〇
〇
株)

を
一
株
六
〇
円
で
東
邦
証
券
保
有
に
売
却
す
る
と
述
べ
て
い
た

(

�)

。

『

東
邦
電
力
史』

に
よ
る
と
、
そ
の
持
株
数
は
二
三
万
四
〇
〇
〇
株
、
持
株
率
に
し

て
四
七
％
強
に
上
っ
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
こ
う
し
た
一
連
の
措
置
を
通
じ
て
、
新
潟
電
気

は
東
邦
証
券
保
有
と
い
う
統
制
機
関
、
よ
り
現
実
に
即
し
て
言
え
ば
、
東
邦
電
力
の

統
制
下
に
自
主
的
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
一
九
二
九
年
九
月
二

・
・
・
・

九
日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
中
野
専
務
が｢

東
邦
電
力
会
社
ト
提
携
成

立
シ
テ
地
方
的
孤
立
カ
ラ
脱
却
シ
テ
今
後
ハ
統
制
ア
ル
経
営
ニ
入
ラ
ン
ト
シ
タ
ノ
デ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ア
リ
マ
ス｣

(

傍
点
＝
引
用
者)

と
発
言
し
た
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る

(

	)

。

新
潟
電
気
と
新
潟
電
気
証
券
は
一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日
、
六
月
一
日
を
期
日
と

す
る
合
併
仮
契
約
書
を
交
わ
し
、
三
月
二
八
日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、

両
社
と
も
株
主
か
ら｢

異
議
ナ
シ
賛
成
ト
云
フ

(


)｣

、｢

一
同
異
議
ナ
シ
ト
云
フ

(

�)｣

と
の

発
言
を
得
て
当
該
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
承
認
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
潟
電
気
は
、
日
本
電
気
工
業
の
合
併
に
伴
う
自
己
株
式
の
取

得
と
い
う
事
態
を
回
避
す
る
目
的
で
、
新
潟
電
気
証
券
を
創
設
し
株
式
の
譲
渡
を
実

施
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
東
邦
電
力
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
た
東
北
地
方
の

電
力
統
制
策
の
一
環
と
し
て
、
新
潟
電
気
証
券
の
合
併
を
決
断
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
合
併
は
、｢
電
氣
事
業
持
株
會
社｣

を
通
じ
た
電
力
統
制
の｢

第
一
歩｣

を
踏
み

出
す
と
い
う
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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５

結

語

本
論
で
は
、
新
潟
電
気
の
合
併
戦
略
を
成
長
と〝

統
制〞

と
い
う
二
つ
の
視
角
か

ら
検
証
し
て
き
た
。
主
な
分
析
結
果
は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
成
長
戦
略
と
し
て
の
合
併
は
、
基
本
的
に
供
給
能
力
の
強
化
を
狙
っ
た

行
動
で
あ
っ
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
新
潟
電
気
が
、
経
営
資
源(

モ
ノ)

の
即
時

調
達
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
、
発
電
所
の
新
設
に
比
べ
た
場
合
の
合
併
の
有
利
性
を

強
く
認
識
し
て
い
た
こ
と(

奥
川
水
力
電
気)

、
そ
し
て
、
合
併
に
よ
り
、
経
営
状

態
の
良
好
で
な
い
被
合
併
企
業
の
発
電
所
工
事
を
引
き
継
い
で
、
そ
の
効
率
的
な
施

工
を
想
定
し
て
い
た
こ
と(

大
沼
電
灯)

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
新
潟
電
気
が
、
新

潟
水
力
電
気
と
の
激
し
い
競
争
の
中
で
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
選
択
を
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。
他
方
、
被
合
併
企
業
も
余
剰
電
力
の
消
化
や
工
事
の
落
成
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
を
期
待
し
て
い
た
か
ら
、
新
潟
電
気
の
狙
い
と
は
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
っ

た
と
言
え
る
。

第
二
に
、
そ
う
し
た
合
併
に
対
す
る
株
主
の
反
応
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
興
味
は
当

然
、
相
手
企
業
の
資
産
内
容
や
株
価
な
ど
合
併
比
率
に
直
接
関
係
す
る
部
分
に
向
け

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
新
潟
電
気
の
株
主
が
、
合
併
の
効
果
あ
る
い

は
他
の
選
択
肢
の
可
能
性
に
関
連
す
る
質
問
を
し
た
点
を
強
調
し
た
い
。
改
め
て
確

認
し
て
お
け
ば
、
①
奥
川
水
力
電
気
の
合
併
に
よ
っ
て
、
新
た
な
発
電
所
の
落
成
ま

で
充
分
な
供
給
能
力
を
確
保
で
き
る
の
か
、
②
同
社
の
発
電
所
か
ら
の
受
電
に
必
要

な
設
備
投
資
額
は
い
く
ら
か
／
新
潟
水
力
電
気
保
有
の
送
電
線
路
を
用
い
た｢

共
同

送
電｣

は
不
可
能
な
の
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
①
は
、
合
併
の
目
的
そ
の
も

の
に
対
す
る
疑
問
、
②
は
、
合
併
後
の
経
営
行
動
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。
ど
ち
ら

も
、
新
潟
電
気
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
介
し
て
配
当
な
い
し
は
株
価
に
反
映
さ
れ
る

か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
金
銭
的
利
害
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
株
主
が
、

合
併
条
件
と
い
う
目
の
前
の
直
接
的
な
利
害
で
は
な
く
、
合
併
の
意
義
、
追
加
的
投

資
の
影
響
や
他
の
選
択
肢
と
い
っ
た
企
業
の
経
営
行
動
に
関
わ
る
部
分
に
も
関
心
を

払
っ
た
点
は
注
目
し
て
よ
い
。

第
三
に
、
新
潟
電
気
の
中
野
四
郎
太
専
務
は
、
東
北
地
方
を
対
象
と
す
る
電
力
統

制
構
想
を
練
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
統
制
機
関
と
し
て
北
部
証
券
と
い
う
名
称
の

〝

産
業
持
株
会
社〞

を
設
立
す
る
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
類
似
の
考
え
を
持
つ
東
邦
電
力

の
松
永
安
左
エ
門
と
の〝

合
作〞

と
で
も
言
う
べ
き
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
現
に

向
け
、
新
潟
電
気
は
、
当
初
日
本
電
気
工
業
の
合
併
に
伴
う
自
己
株
式
の
取
得
と
い

う
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
設
立
し
た
新
潟
電
気
証
券
を
使
っ
て
、
あ
る
操
作
を
行
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
新
潟
電
気
証
券
を
増
資
し
て
そ
の
株
式
を
東
邦
証
券
保
有
に
肩
代

り
さ
せ
る
と
同
時
に
、
自
ら
も
新
潟
電
気
証
券
株
式
を
東
邦
証
券
保
有
に
譲
渡
し
た
。

そ
の
上
で
、
新
潟
電
気
は
、
新
潟
電
気
証
券
を
吸
収
合
併
し
て
、
東
邦
証
券
保
有

(

東
邦
電
力)

の
傘
下
に
自
主
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
一
月
八
日
、
新
潟
電
気
は
、
新
潟
水
力
電
気
と
合
併
し
て
解
散
、
そ

の
経
営
資
源
は
新
潟
電
力
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
合
併
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

史
料
８

(

�)

合
併
兩
會
社
ハ
創
立
当
時
以
來
種
々
ナ
ル
理
由
ニ
依
リ
今
日
迄
對
立
ヲ
續
ク

ル
ニ
至
リ
タ
ル
モ
、
時
代
ノ
推
移
ハ
益
々
對
立
ノ
不
利
ヲ
多
カ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ

ア
リ
、
茲
ニ
議
ナ
リ
合
併
ニ
ヨ
リ
二
重
設
備
ヲ
整
理
シ
二
重
經
費
ヲ
節
約
ノ
上

經
營
ヲ
合
理
化
シ
公
私
共
ニ
益
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
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要
す
る
に
、
競
争
の
排
除
と
経
営
合
理
化

(

�)

を
狙
っ
た
合
併
と
言
え
る
わ
け
だ
が
、

そ
こ
に
は｢
新
潟
地
方
の
電
氣
事
業
を
健
全
に
圓
滑
に
發
展
せ
し
む
る｣

と
い
う
よ

り
大
き
な
展
望
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
そ
し
て
、
新
潟
県
財
界
の
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た〝

仇
敵〞
同
士
の
合
併
は
、
東
邦
電
力
の
松
永
安
左
エ
門
た
ち
の｢

熱
意

有
力
な
る
御
配
慮｣
に
促
さ
れ
て
実
現
に
至
り
、
中
野
専
務
の
構
想
し
た｢

一
單
位｣

の
条
件(

資
本
金
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
万
円
、
供
給
電
灯
数
五
〇
〜
七
〇
万
灯)

を
満
た
す
大
規
模
電
力
企
業
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

【
付
記
】

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金(

若
手
研
究(

Ｂ))

｢

戦
間
期
・
戦
時
期
日
本
に
お
け
る
企
業
合
併
・
買
収
の
歴
史
研
究｣
(

研
究
課
題
番

号；
20730232)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

(

１)

た
と
え
ば
、
橋
本
寿
朗｢『

五
大
電
力』

体
制
の
成
立
と
電
力
市
場
の
展
開(
一)

(

二)｣
『

電
気
通
信
大
学
学
報(

人
文
社
会
編)』

第
二
七
巻
第
二
号
、
第
二
八
巻
第
一

号
、
一
九
七
七
年
、
後
に
橋
本
寿
朗『

戦
間
期
の
産
業
発
展
と
産
業
組
織
Ⅱ

重
化

学
工
業
化
と
独
占

』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
第
二
章
に
所
収)

、
橘

川
武
郎『

日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
エ
門』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五

年
、
橘
川
武
郎｢

東
京
電
灯
の『

放
漫
経
営』

と
そ
の
帰
結｣

宇
田
川
勝
・
佐
々
木
聡
・

四
宮
正
親
編『

失
敗
と
再
生
の
経
営
史』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
、
東
京
電
力
株
式
会

社『

関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力

電
気
事
業
の
創
始
か
ら
東
京
電
力
五
〇
年
の

軌
跡

』

東
京
電
力
株
式
会
社
、
二
〇
〇
二
年
、
加
藤
健
太｢

東
京
電
灯
の
企
業
合

併
と
広
域
電
気
供
給
網
の
形
成｣

『

経
営
史
学』

第
四
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
な

ど
を
参
照
。

(

２)

伊
藤
武
夫｢

大
正
期
に
お
け
る
電
力
資
本
の
蓄
積
過
程｣

『

経
済
論
集』

(

新
潟
大
学)

第
一
四
号
、
一
九
七
三
年
。
ま
た
、
宮
崎
県
の
電
力
企
業
に
つ
い
て
は
、
梅
本
哲
世

｢

戦
前
宮
崎
県
に
お
け
る
電
気
事
業
の
展
開｣

『

経
営
研
究』

(

大
阪
市
立
大
学)

第
三

一
巻
第
一
号
、
一
九
八
〇
年(

後
に
梅
本
哲
世『

戦
前
日
本
資
本
主
義
と
電
力』

八
朔

社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
五
章
に
所
収)

で
も
若
干
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

｢

電
力
経
済
圏｣

と
い
う
概
念
と
そ
の
実
態
に
関
し
て
は
、
栗
原
東
洋
編『

現
代
日
本

産
業
発
達
史

Ⅲ

電
力』

現
代
日
本
産
業
発
達
史
研
究
会
、
一
九
六
四
年
に
詳
し
い
。

(

３)

な
お
、
本
論
と
直
接
関
係
は
な
い
が
、
こ
の
研
究
は
、
地
方
的
合
同(

吸
収
合
併)

に
よ
り
、
合
併
企
業
に
比
し
て
割
高
な
被
合
併
企
業
の
電
力
料
金
が
平
準
化(

低
下)

す
る
傾
向
を
辿
っ
た
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る(

橋
本
寿
朗｢『

五
大
電
力』

体
制
の
成
立
と
電
力
市
場
の
展
開(

三
・
完)｣

『

電
気
通
信
大
学
学
報(

人
文
社
会
編)』

第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年
、
後
に
橋
本『

戦
間
期
の
産
業
発
展
と
産
業
組
織
Ⅱ』

、

第
二
章
に
所
収)

。

(

４)

高
嶋
雅
明『

企
業
勃
興
と
地
域
経
済

和
歌
山
県
域
の
検
証

』

清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
四
年
、
二
四
二－

二
四
六
頁
。

(

５)

白
鳥
圭
志｢

戦
前
期
東
北
地
方
電
力
業
の
形
成
と
展
開

福
島
県
の
事
例

｣
『

ア
ジ
ア
流
域
文
化
論
研
究』

(

東
北
学
院
大
学)

第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
。

(

６)
『

関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力』

以
外
で
は
、
た
と
え
ば
、
中
国
地
方
電
気
事
業

史
編
集
委
員
会『

中
国
地
方
電
気
事
業
史』

中
国
電
力
株
式
会
社
、
一
九
七
四
年
、
関

西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
編
纂
委
員
会『

関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史』

関
西
地
方
電

気
事
業
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
七
年
、
中
部
電
力
電
気
事
業
史
編
纂
委
員
会

『
中
部
地
方
電
気
事
業
史』

中
部
電
力
株
式
会
社
、
一
九
九
五
年
、
北
陸
地
方
電
気
事

業
百
年
史
編
纂
委
員
会『

北
陸
地
方
電
気
事
業
百
年
史』

北
陸
電
力
株
式
会
社
、
一
九

九
八
年
、
九
州
電
力
株
式
会
社『

九
州
地
方
電
気
事
業
史』

九
州
電
力
株
式
会
社
、
二

〇
〇
七
年
が
あ
る
。

(

７)

た
だ
、
白
鳥
は
、
福
島
県
内
の
有
力
電
力
企
業(

福
島
電
灯
な
ど)

が
、
県
外
の
そ
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れ
に
買
収

(

株
式
取
得)

さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
追
跡
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
昭
和

金
融
恐
慌
の
発
生
に
伴
う
銀
行
破
綻
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る(

白
鳥｢

戦
前
期
東
北

地
方
電
力
業
の
形
成
と
展
開｣)

。

(

８)

一
般
的
に
は
、
新
潟
県
は
中
部
地
方(

北
陸
地
方)

に
属
す
る
が
、
電
力
業
で
は
東

北
電
力
の
営
業
区
域
に
属
し
て
い
る
。

(

９)
〝

産
業
持
株
会
社〞
に
つ
い
て
は
、
用
語
の
定
義
を
含
め
、
加
藤
健
太｢『

産
業
持
株

会
社』

の
研
究

王
子
証
券
の
ケ
ー
ス

(

一)
(

二)｣
『

高
崎
経
済
大
学
論
集』

第
五
〇
巻
第
三
・
四
号
、
第
五
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
に
詳
し
い
。
ま
た
、
電
力

企
業
の
株
式
取
得
は
、
さ
し
あ
た
り
志
村
嘉
一『

日
本
資
本
市
場
分
析』

東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
六
九
年
、
四
一
六－

四
二
二
頁
、
加
藤
健
太｢

戦
間
期
日
本
電
力
業
の
企

業
買
収

株
式
取
得
を
中
心
に

｣
『

社
会
経
済
史
学』

第
七
一
巻
第
三
号
、
二

〇
〇
五
年
を
参
照
。

(

10)

新
潟
県
編『

新
潟
県
史

通
史
編
七

近
代
二』
新
潟
県
、
一
九
八
八
年
、
六
七
六－

六
七
九
頁
。

(

11)

橘
川
武
郎｢

戦
前
期
日
本
電
力
業
の
資
金
調
達
の
長
期
的
動
向｣

『

経
済
学
研
究』

(

東
京
大
学)

第
二
四
号
、
一
九
八
一
年
、
後
に
橘
川『

日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永

安
左
エ
門』

、
第
一
章
第
二
節
に
所
収
。

(

12)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
四
年
一
一
月
期
・
一
九
二
八
年
一
一

月
期
。

(

13)

こ
の
表
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
新
潟
県
で
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
二
四
年
に

か
け
て
、
県
外
の
大
手
電
力
企
業
に
よ
り
大
規
模
電
源
開
発
も
進
ん
だ
。
た
と
え
ば
、

信
濃
電
気(

長
野
県)

の
関
川
水
系
野
沢
発
電
所(

中
頸
城
郡
名
香
山
村)

は
出
力
五

四
〇
〇
��
、
信
越
電
力(

東
京
市)

の
中
津
川
第
一
発
電
所
は
出
力
三
万
九
〇
〇
〇
��
、

同
第
三
発
電
所
は
出
力
九
〇
〇
〇
��
、
電
気
化
学
工
業(

東
京
市)

の
姫
川
支
流
小
滝

川
発
電
所
は
出
力
四
二
〇
〇
��
、
大
所
川
発
電
所
は
出
力
八
四
〇
〇
��
で
あ
っ
た

(『

新
潟
県
史

通
史
編
七』

、
六
七
二－

六
七
三
頁)

。

(

14)
『

新
潟
県
史

通
史
編
七』

、
六
六
九－

六
七
二
頁
。

(

15)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
一
年
五
月
期
。

(

16)

中
野
四
郎
太
専
務
は
、
新
潟
県
を
代
表
す
る｢

企
業
家｣

の
一
人
で
あ
り
、
次
の
よ

う
な
事
情
か
ら
電
力
業
に
つ
い
て
、
比
較
的
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
、
父
親
の
平
弥
が
前
出
の
新
潟
電
灯
の
設
立
に
動
い
た

際
、
と
も
に
水
源
地
の
調
査
に
出
向
い
た
り
、
取
締
役
に
名
を
連
ね
た
新
潟
水
電
の
事

業
拡
大
に
あ
た
っ
て｢

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ｣

を
発
揮
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う
事
情
で

あ
る(

松
本
和
明｢

大
正
期
の
新
潟
県
に
お
け
る
産
業
発
展
と
企
業
家
グ
ル
ー
プ

大
正
七
年
時
点
の
場
合

｣
『

地
域
研
究』

(

長
岡
短
期
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー)

第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年)

。
後
に
中
野
専
務
が
、
電
力
統
制
プ
ラ
ン
を
構
想
で
き
た

理
由
も
こ
の
辺
り
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(

17)

も
う
少
し
正
確
に
言
う
と
、
新
潟
電
気
の
一
九
二
一
年
五
月
期
と
一
一
月
期
の『

営

業
報
告
書』

に
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
く
、
二
二
年
五
月
期
と
一
一
月
期
も
増
加
分
し

か
記
載
が
な
い
。

(

18)

東
北
電
力
株
式
会
社
編『

東
北
地
方
電
気
事
業
史』

東
北
電
力
株
式
会
社
、
一
九
六

〇
年
、
二
二
六
頁
。

(

19)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
一
年
五
月
期
・
一
九
二
二
年
五
月
期
・

一
九
二
三
年
五
月
期
。

(

20)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
六
年
一
一
月
期
。

(

21)

渡
邊
清
吾(

新
潟
電
力
内)

編『

新
潟
電
力
株
式
会
社
三
十
年
史』

新
潟
電
力
株
式

会
社
、
一
九
三
七
年
、
八
〇－

八
五
頁
。

(

22)

逓
信
省
電
気
局『

電
気
事
業
要
覧

一
三
回』

一
九
二
一
年
一
二
月
。

(
23)

こ
れ
は
、
雑
収
入
が
同
期
間
に
八
万
円
、
五
五
万
円
、
五
万
円
へ
と
大
き
く
変
動
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る(

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
七
年
一
一
月

期
・
一
九
二
八
年
五
月
期
・
一
九
二
八
年
一
一
月
期)

。

(

24)
新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
三
年
五
月
期
。

(

25)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
東
京
電
灯
株
式
会
社｢

契
約
書

謄
本｣

一
九
二
二
年
一
〇

月
一
九
日『
新
潟
・
信
濃
川
・
新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵)

。
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以
下
、『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

と
略
す
。

(

26)
こ
れ
以
外
に
も
、
両
社
は
一
九
二
四
年
三
月
二
九
日
に｢

電
源
共
通
並
ニ
二
重
設
備

節
約
ニ
関
ス
ル
協
定｣

を
結
ん
で
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る(

新
潟
電
気
株
式
会

社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
四
年
五
月
期)

。

(

27)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
東
京
電
灯
株
式
会
社｢

追
加
契
約
書

謄
本｣

一
九
二
三
年

六
月
一
一
日『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

。

(

28)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
東
京
電
灯
株
式
会
社｢

第
二
追
加
契
約
書

謄
本｣

一
九
二

六
年
五
月
三
一
日『

新
潟
電
気(
五
四
ノ
二)』

。
な
お
、
前
年
の
一
九
二
五
年
六
月
一

日
、
新
潟
電
気
と
東
電
に
新
潟
水
力
電
気
を
加
え
た
三
社
に
よ
っ
て｢

覚
書｣

が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
次
の
四
点
を
挙
げ
て
お
く
。
①
新
潟
電
気
が
、
東
電

の
長
岡
変
電
所
か
ら
新
潟
市
に
至
る
区
間
を
、
新
潟
水
力
電
気
は
、
自
社
の
日
橋
変
電

所
か
ら
新
潟
市
に
至
る
区
間
を
送
電
す
る
主
幹
送
電
線
を
二
回
線
か
ら
成
る
鉄
塔
線
路

(

ま
た
は
こ
れ
に
準
じ
る
完
全
な
特
別
高
圧
送
電
線)
に
し
、
こ
れ
に
よ
り｢

三
社
ノ

送
電
系
統
ヲ
連
絡
ス
ル
環
状
線
ヲ
形
成
セ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ｣
と
す
る(

第
一
条)

、
②

災
害
な
ど
の
事
故
に
よ
っ
て
、
新
潟
電
気
と
新
潟
水
力
電
気
の
間
で
一
時
的
な
電
力
補

給
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、｢

當
事
者
ハ
其
事
情
ノ
許
ス
限
リ
相
手
方
ノ
要
求
ニ
應

ジ
前
條
ノ
環
状
線
ニ
依
リ
相
互
電
力
ノ
融
通
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ｣

と
す
る(
第
二
条)

、

③
新
潟
電
気
と
新
潟
水
力
電
気
の
一
時
的
な
電
力
不
足
に
対
し
て
、
東
電
は｢
其
事
情

ノ
許
ス
限
リ｣

電
力
の
補
給
を
す
る(

第
五
条)

、
④
新
潟
電
気
と
新
潟
水
力
電
気
が

将
来
、
発
電
所
の
新
設
な
ど
に
伴
い
余
剰
電
力
を
生
じ
さ
せ
た
時
に
は
、
東
電
に
そ
れ

を
供
給
す
る(

第
六
条)
(

東
京
電
灯
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
株
式
会
社
・
新
潟
水
力

電
気
株
式
会
社｢

覚
書

謄
本｣

一
九
二
五
年
六
月
一
日『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』)

。

他
方
、
新
潟
水
力
電
気
は
一
九
二
六
年
三
月
、
会
津
電
力
か
ら
冬
季
間
補
給
用
と
し

て
一
五
〇
〇
��
の
電
力
融
通
を
受
け
る
契
約
を
結
び
、
二
七
年
三
月
上
旬
の
渇
水
に
際

し
て
は
、
北
越
水
力
電
気
か
ら
一
〇
〇
〇
��
の
融
通
を
受
け
て
い
た(『

新
潟
電
力
株

式
会
社
三
十
年
史』

、
六
一
頁)

。
ま
た
、
新
潟
電
気
は
、
新
潟
水
力
電
気
か
ら
常
時
二

〇
〇
��
の
電
力
を
受
電
し
て
い
た(

逓
信
省
電
気
局『

電
気
事
業
要
覧

一
三
回』

一

九
二
一
年
一
二
月)

。
た
だ
し
、
新
潟
電
気
に
よ
る
電
力
供
給
は
確
認
で
き
な
い
。

(

29)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
高
田
鉱
業
株
式
会
社｢

契
約
書

謄
本｣

一
九
二
六
年
二
月

二
六
日『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

。
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
適
宜
句
読
点
を

付
し
た
。

(

30)

同
史
料
。

(

31)

福
島
電
灯
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

協
約
書

謄
本｣

一
九
二
六
年
二
月

一
三
日『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

。

(

32)

同
史
料
。

(

33)

福
島
電
灯
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

電
力
受
授
契
約
書

謄
本｣

一
九
二

六
年
二
月
一
三
日『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

。

(

34)
『

東
北
地
方
電
気
事
業
史』

、
二
〇
七
頁
。

(

35)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
三
年
一
一
月
期
。

(

36)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
二
年
一
一
月
一
〇
日『

第

十
門

地
方
鉄
道
軌
道
及
陸
運

二

地
方
鉄
道

新
潟
電
力(

元
新
潟
水
力
電
気
・

元
新
潟
電
気)

大
正
七
年
〜
昭
和
四
年』

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵)

。
以
下
、『

新
潟

電
力』

と
略
す
。

(

37)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
奥
川
水
力
電
気
株
式
会
社｢

合
併
事
由
及
合
併
方
法
説
明
書｣

日
付
不
明『

新
潟
電
力』

。

(

38)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
一
年
一
一
月
期
。

(

39)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
二
年
一
一
月
一
〇
日
。

(

40)

奥
川
水
力
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
及
決
議
録｣

一
九
二
二
年
一
一
月

一
〇
日『

新
潟
電
力』

。

(
41)

以
上
は
、
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
二
年
一
一
月
一

〇
日
。

(

42)
新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
四
年
五
月
期
・
一
一
月
期
。

(

43)
『

東
北
地
方
電
気
事
業
史』

、
一
九
五－

一
九
六
頁
。

(

44)

新
潟
電
気
株
式
会
社
編『

新
潟
電
気
株
式
会
社
三
十
年
誌』

新
潟
電
気
株
式
会
社
、
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一
九
二
八
年
、
三
五
頁(

新
潟
県
立
図
書
館
所
蔵)

。

(

45)
新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
七
年
一
一
月
期
。

(

46)
新
潟
電
気
株
式
会
社
・
大
沼
電
灯
株
式
会
社｢

合
併
ノ
事
由
及
合
併
方
法
説
明
書｣

『

軌
道
特
許

新
潟
電
鉄(

元
新
潟
水
電)

(

新
潟
交
通)

全
・
大
正
七
年
〜
昭
和
六
年』

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵)

。
以
下
、『

新
潟
電
鉄』

と
略
す
。

(

47)

中
野
の
説
明
に
対
し
て
は
、
株
主(

渡
邊
留
吉)

が｢

賛
成
、
異
議
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ｣

と
応
じ
た
ほ
か
特
に
異
議
は
唱
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
株
主
総
会
の
議
長
は

齋
藤
彦
太
郎
社
長
で
あ
る(
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録

謄
本｣

一
九
二
七
年
四
月
一
五
日『

新
潟
電
鉄』)

。
(

48)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
大
沼
電
灯
株
式
会
社｢

契
約
書

謄
本｣

一
九
二
六
年
二
月

一
八
日『

新
潟
電
気(

五
四
ノ
二)』

。

(

49)

大
沼
電
灯
の
合
併
に
あ
た
り
、
新
潟
電
気
は
そ
の
資
産
中
の｢

高
價
ナ
ル
モ
ノ
及
取

立
不
能
債
權
ヲ
消
却｣

す
る
と
同
時
に
、
払
込
資
本
金
九
〇
万
円
を
四
〇
万
円
に
圧
縮

し
て
い
た(『

新
潟
電
気
株
式
会
社
三
十
年
誌』

、
三
六
頁)
。

(

50)

そ
の
他
に
も
、
株
主
は
①｢

新
潟
電
氣
ノ
株
式
割
當
ニ
適
サ
ザ
ル
當
社
ノ
端
株
ノ
處

分
ハ
如
何
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ｣

(

新
井
田
佐
太
郎)

、
②｢

合
併
期
日
ヲ
七
月
一
日

ト
致
シ
マ
シ
タ
理
由
ヲ
伺
ヒ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス｣

(

小
澤
八
郎)

と
い
う
質
問
を
発

し
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
渥
美
重
雄
取
締
役
よ
り
、
端
株
の
所
有
者
に
は
互
に
譲

り
合
っ
て
、
割
当
に
適
す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
希
望
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
方
法
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
別
に
引
受
人
を
用
意
し
、｢

一
括
シ
テ
端
株
ノ

割
當
引
受｣

を
す
る
と
答
え
た
。
②
に
関
し
て
は
、
債
権
者
と
の
調
整
を
挙
げ
て
い
る
。

な
お
、
本
来
議
長
を
務
め
る
べ
き
社
長
は｢

事
故
ノ
為｣

に
欠
席
で
あ
っ
た(

大
沼
電

灯
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
及
決
議
録

謄
本｣

一
九
二
七
年
四
月
一
五
日

『

新
潟
電
鉄』)

。

(

51)
『

新
潟
電
気
株
式
会
社
三
十
年
誌』

、
三
七
頁
。

(

52)

日
本
電
気
工
業
の
役
員
は
齋
藤
彦
太
郎
社
長(

社
長
、
カ
ッ
コ
内
は
新
潟
電
気
で
の

ポ
ス
ト
、
以
下
同
じ)

、
中
野
四
郎
太
専
務(

専
務)

、
飯
村
俊
二
常
務(

常
務)

、
田

代
与
三
久
取
締
役(

取
締
役)

、
佐
野
良
太
郎
監
査
役(

監
査
役)

、
安
藤
文
平
監
査
役

(

監
査
役)

と
い
う
陣
容
で
あ
っ
た(

日
本
電
気
工
業
株
式
会
社『

第
三
回
事
業
報
告

書』

一
九
二
七
年
一
〇
月
期『

新
潟
電
鉄』

、
新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
六
年
一
一
月
期)

。

(

53)

新
潟
電
気
は
一
九
二
七
年
一
月
一
〇
日
、
高
田
鉱
業
と
の
間
で
水
利
使
用
権
譲
渡
及

び
電
力
需
給
契
約
を
結
び
、
同
年
三
月
一
一
日
に
譲
渡
の
認
可
を
申
請
、
一
一
月
二
〇

日
に
は
許
可
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
川
発
電
所
の
運
営
は｢

全
ク
當
社
ノ
手
ニ
歸

ス
ル｣

こ
と
に
な
っ
て
い
た(『

新
潟
電
気
株
式
会
社
三
十
年
誌』

、
三
七
頁)

。

(

54)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
日
本
電
気
工
業
株
式
会
社｢

合
併
ノ
事
由
及
合
併
方
法
説
明

書｣
『

新
潟
電
鉄』

。

(

55)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録

謄
本｣

一
九
二
七
年
一
二
月
一
二

日
、
日
本
電
気
工
業
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録

謄
本｣

一
九
二
七
年
一
二

月
一
二
日『

新
潟
電
鉄』

。

(

56)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録

謄
本｣

一
九
二
七
年
一
二
月
一
二

日
。

(

57)

合
併
認
可
申
請
書
は
一
九
二
八
年
一
月
一
六
日
、
関
係
各
省
に
提
出
さ
れ
、
そ
こ
で

は
三
月
一
日
が
合
併
期
日
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
実
際
の
合
併
は
予
定
よ
り

も
若
干
遅
れ
た
こ
と
に
な
る(

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』

一
九
二
八
年
五

月
期)

。

(

58)

大
川
発
電
所
の
建
設
費
と
し
て
四
六
二
万
五
〇
八
二
円
、
大
川
送
電
線
路
の
建
設
費

と
し
て
一
五
六
万
三
九
五
〇
円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
た(

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営

業
報
告
書』

一
九
二
八
年
五
月
期
・
一
一
月
期)

。

(
59)

こ
の
ケ
ー
ス
は
純
粋
に
外
部
の
経
営
資
源
を
取
り
込
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
関
係
会

社
を
吸
収
し
た
と
い
う
方
が
適
切
な
表
現
に
な
る
だ
ろ
う
。

(

60)
〝

産
業
持
株
会
社〞

は
、
さ
し
あ
た
り｢

事
業
会
社
が
設
立
し
た
子
会
社
で
あ
る

(

純
粋)
持
株
会
社｣

と
定
義
す
る
。
こ
の
点
は
、
加
藤｢『

産
業
持
株
会
社』

の
研
究

(

一)｣

を
参
照
。
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(
61)
長
浜
洋
一
・
平
出
慶
道
編『

会
社
法
を
学
ぶ[

第
六
版]』

有
斐
閣
選
書
、
一
九
九

八
年
、
一
一
四
頁
。

(

62)
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

重
役
会
議
事
及
決
議
録｣

一
九
二
八
年
二
月
四
日『

新
潟
電

鉄』

。
先
に
脚
注
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
川
発
電
所
関
係
の
建
設
費
は
、
送
電
線
路
を

合
せ
て
六
〇
〇
万
円
超
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
説
明
は
堅
実
な
使
い
道
を
示
し
た
と
評

価
で
き
る
。

(

63)

同
史
料
。

(

64)

株
主
総
会
議
事
録
に
は｢
異
議
ナ
シ
ト
呼
ブ
モ
ノ
ア
リ｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る(

新

潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
八
年
二
月
一
八
日『

新
潟
電

鉄』)

。

(

65)

新
潟
電
気
株
式
会
社『

営
業
報
告
書』
一
九
二
八
年
五
月
期
。

(

66)

新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

定
款｣

『

新
潟
電
鉄』
。

(

67)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣
一
九
二
八
年
二
月
一
八
日
。

(

68)
〝

産
業
持
株
会
社〞

の
持
つ
安
定
株
主
と
い
う
性
格
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
武

田
晴
人｢

大
企
業
の
構
造
と
財
閥｣

由
井
常
彦
・
大
東
英
祐
編『
日
本
経
営
史
３

大

企
業
時
代
の
到
来』

岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
を
挙
げ
ら
れ
る
。

(

69)

た
だ
、
同
じ
決
算
期
の
貸
借
対
照
表
に
は
前
期
損
失
金
一
一
万
七
八
四
七
円
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
一
時
的
な
利
益
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い(

新
潟
電
気
株
式

会
社
・
新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

追
申
書｣

一
九
二
九
年
五
月
二
五
日
の
添
付
資
料

｢

説
明
書｣

『

新
潟
電
力』)

。

(

70)

以
下
は
、
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
九
年
三
月
二
八

日『

新
潟
電
力』

に
よ
る
。

(

71)

表
６
に
よ
れ
ば
、
新
潟
電
気
は
資
本
金
の
規
模
で｢

一
單
位｣

と
な
る
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
。
後
に
同
社
が
新
潟
水
力
電
気
と
合
併
し
た
理
由
の
一
つ
は
こ
の
条
件
を

ク
リ
ア
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

72)

電
力
業
経
営
者
の
構
想
し
た
統
制
案
は
、
橘
川
武
郎｢

電
力
統
制
と
五
大
電
力
経
営

者｣
『

経
営
史
学』

第
一
九
巻
第
三
号
、
一
九
八
四
年(

後
に
橘
川『

日
本
電
力
業
の

発
展
と
松
永
安
左
エ
門』

、
第
六
章
第
二
節
に
所
収)

の
中
で
か
な
り
網
羅
的
に
検
証

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
個
別
の
プ
ラ
ン
に
関
し
て
は
、
橘
川
が
高
い
評
価
を
下
し
た
松

永
の『

電
力
統
制
私
見』

を
相
対
化
す
る
た
め
に
も
、
他
の
経
営
者
な
い
し
東
邦
電
力

以
外
の
電
力
企
業
の
立
て
た
構
想
を
詳
し
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

73)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
九
年
三
月
二
八
日
。

(

74)

同
史
料
。

(

75)

松
永
安
左
エ
門｢

電
気
事
業｣

『

現
代
産
業
叢
書

第
四
巻

工
業
編

上
巻』

日

本
評
論
社
、
一
九
二
九
年
、
一
一
八－

一
二
〇
頁
。

(

76)

こ
こ
で
は
、
松
永
が
、
電
力
持
株
会
社
だ
け
が
有
す
る
特
質
と
電
力
企
業(

事
業
会

社)

も
持
ち
得
る
特
質
と
を
分
け
て
お
ら
ず
、
持
株
会
社
そ
の
も
の
の
存
在
意
義
を
明

確
に
で
き
て
い
な
い
点
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く(

加
藤｢

戦
間
期
日
本
電
力
業
の
企
業

買
収｣)

。

(

77)

松
永｢

電
気
事
業｣

、
一
二
五－

一
二
六
頁
。

(

78)

こ
の
他
に
、
第
四
条
で
、
北
部
証
券
が
設
立
さ
れ
た
場
合
、
東
邦
証
券
保
有
株
式
は

取
得
原
価
で
同
社
に
継
承
す
る
と
定
め
た(

東
邦
証
券
保
有
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
株

式
会
社
・
新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

契
約
書(

謄
本)｣

一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日

『

新
潟
電
力』)

。

(

79)

こ
の
一
株
当
た
り
価
格
の
算
出
根
拠
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、｢

説
明
書｣

に
よ
れ
ば
、

三
〇
円
払
込
の｢

い
号｣

株
式
四
〇
円
、
二
五
円
払
込
の｢

ろ
号｣

株
式
四
三
円
二
〇

銭
、
二
二
円
五
〇
銭
払
込
の｢

は
号｣

株
式
三
〇
円
、
五
〇
円
払
込
の｢

に
号｣

お
よ

び｢

ほ
号｣

株
式
六
五
円
と
い
う
一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日
の
山
一
証
券
中
値
相
場
表

に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る(

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

追
申

書｣

一
九
二
九
年
五
月
二
五
日
の
添
付
資
料｢

説
明
書｣)

。

(

80)
東
邦
証
券
保
有
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

契

約
書(
謄
本)｣

一
九
二
九
年
三
月
一
〇
日
。

(

81)

東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会『

東
邦
電
力
史』

東
邦
電
力
史
刊
行
会
、
一
九
六
二
年
、

四
七
四
頁
。
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(
82)
新
潟
電
気
株
式
会
社
・
新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

追
申
書｣

一
九
二
九
年
五
月
二

五
日
の
添
付
資
料｢

説
明
書｣

。

(

83)
新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
九
年
三
月
二
八
日
。

(

84)

東
邦
電
力
は
一
九
二
九
年
六
月
か
ら
、
松
永
が
取
締
役
、
山
縣
鼎
一
技
師(

調
度
課

長)

が
常
務
、
古
島
安
二
理
事
が
監
査
役
に
就
任
し
、
新
潟
電
気
と
の
間
で
役
員
兼
任

関
係
も
形
成
し
た(『
東
邦
電
力
史』

、
四
七
四
頁)

。

(

85)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢
臨
時
株
主
総
会
議
事
録(

謄
本)｣

一
九
二
九
年
九
月
二
九

日『

新
潟
電
鉄』

。

(

86)

新
潟
電
気
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録｣

一
九
二
九
年
三
月
二
八
日
。

(

87)

新
潟
電
気
証
券
株
式
会
社｢

臨
時
株
主
総
会
議
事
録(

謄
本)｣

一
九
二
九
年
三
月

二
八
日『

新
潟
電
力』

。

(

88)

新
潟
電
気
株
式
会
社
・
新
潟
水
力
電
気
株
式
会
社｢

合
併
ノ
事
由
及
合
併
方
法
説
明

書｣
『

新
潟
電
鉄』

。

(

89)

合
併
後
の
経
営
合
理
化
に
関
し
て
は
、
加
藤｢

戦
間
期
日
本
電
力
業
の
企
業
買
収｣

を
参
照
。

(

90)
『

新
潟
電
力
株
式
会
社
三
十
年
史』

、
八
八
頁
。

(

91)

合
併
直
後
の
払
込
資
本
金
は
三
〇
二
五
万
五
〇
〇
〇
円
、
電
灯
取
付
個
数
は
五
六
万

灯
に
達
し
た(『

新
潟
電
力
株
式
会
社
三
十
年
史』

、
八
九
、
九
三
頁)

。
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